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●
1
月

17
日
・
野
茂
英
雄
さ
ん
が
野
球
殿
堂
入
り

20
日
・
南
三
陸
町
長
が
復
興
支
援
の
お
礼

に
来
訪

22
日
・
カ
ネ
カ
堀
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
竣し
ゅ
ん

工こ
う

式

25
日
・「
市
長
と
語
る　

女
性
い
き
い
き

ト
ー
ク
」を
開
催（
2
月
6
・
9
・

17
・
18
日
）

30
日
・
没
後
30
年「
植
村
直
己
」小
冊
子
を

発
行

●
2
月

15
日
・「
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校
フ
ィ

ー
ル
デ
イ
ズ 

in 

豊
岡
」を
開
催

（
〜
16
日
）

25
日
・「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」を
京
都

府
福
知
山
市
と
締
結

・
全
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
で
公
立
豊
岡
病

院
・
市
消
防
本
部
編
成
チ
ー
ム
が

優
勝

28
日
・
北
近
畿
初
！　

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
が
ス
タ
ー
ト

●
3
月

4
日
・
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
人
工
巣

塔
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
産
卵
を
確
認

（
7
年
連
続
）

18
日
・
韓
国
金キ

海メ

市
フ
ァ
ポ
川
湿
地
に
豊

岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い
降
り
る

・
2
0
1
3「
植
村
直
己
冒
険
賞
」の

授
賞
者
を
発
表

20
日
・「
災
害
時
支
援
協
力
協
定
」を
兵

庫
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
但
馬
支
部
お

よ
び「
5
日
で
5
0
0
0
枚
の
約

束
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
員
会
」

と
締
結

22
日
・
豊
岡
市
が
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー

ド
で「
環
境
大
臣
賞
グ
ッ
ド
ラ
イ

フ
特
別
賞
」を
受
賞

23
日
・「
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」オ
ー

プ
ン

28
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
地
場
ソ
ー

ラ
ー
竣
工
式

30
日
・
日
高
防
災
公
園「
ま
ゆ
の
里
」竣
工

式

●
4
月

1
日
・
豊
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
女

性
2
人
を
委
嘱（
竹
野
浜
自
治
会
）

・
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
大
都
市
圏
企
業
か
ら

の
社
員
2
人
の
受
入
れ
を
継
続

（
10
月
1
日
・
新
た
に
社
員
1
人

を
受
入
れ
）

・
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ

デ
ル
事
業
を
開
始

7
日
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
事
務
局
長
が
視

察（
〜
8
日
）

11
日
・「
市
民
と
市
長
の
座
談
会
」を
29
会

場
で
開
催（
〜
7
月
31
日
）

12
日
・
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
ー
ル
開
校
式

18
日
・「
豊
岡
1
9
2
5
」オ
ー
プ
ン

19
日
・「
市
役
所
新
庁
舎
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン

・「
ト
ヨ
オ
カ　

カ
バ
ン　

ア
ル
チ

ザ
ン　

ア
ベ
ニ
ュ
ー
」オ
ー
プ
ン

平
成
26
年

豊
岡
市「
1
年
の
歩
み
」

アンドロイド版「変身」世界初演

第５回コウノトリ未来・国際かいぎ

おんぷの祭典

市役所新庁舎グランドオープン

コウノトリ但馬空港フェスティバル’14
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20
日
・「
神
鍋
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
」オ
ー
プ
ン

25
日
・
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｍ
Ｎ
Ｓ
イ

ギ
リ
ス
版
サ
イ
ト
で
、
城
崎
温
泉

が
世
界
の
温
泉
ベ
ス
ト
10
に
選
出

26
日
・「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」オ

ー
プ
ン

●
5
月

1
日
・
豊
岡
市
海
外
戦
略
推
進
員
の
辞
令

交
付〔
8
月
7
日
・
国
際
交
流
員

（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）の
辞
令
交
付
〕

16
日
・
豊
岡
市
が「
第
34
回
日
本
旅
の
ペ

ン
ク
ラ
ブ
賞
」を
受
賞（
授
与
式
）

25
日
・「
北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
」

を
実
施

28
日
・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
4
」に

参
加
し
、
3
年
ぶ
り
の
勝
利

29
日
・
豊
岡
市
が
国
の「
地
域
活
性
化
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
」に
決
定

30
日
・
伊
藤
清
永
美
術
館
を「
豊
岡
市
立

美
術
館
―
伊
藤
清
永
記
念
館
―
」

に
名
称
変
更

31
日
・
野
外
で
の
今
年
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
ヒ
ナ
巣
立
ち

●
6
月

7
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農
薬

栽
培
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
実
証

田
・
3
年
間
）を
開
始

・
2
0
1
3「
植
村
直
己
冒
険
賞
」授

賞
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催

8
日
・
台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

「
合
同
水
防
訓
練
」を
実
施

12
日
・「
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1
4
豊

港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'14
」を
開
催

（
〜
31
日
）

●
9
月

12
日
・
神
鍋
線
乗
っ
て
守
ろ
う
市
民
運
動

推
進
協
議
会
決
起
集
会
、「
路
線
バ

ス
活
性
化
運
行
事
業
協
定
」を
締
結

13
日
・
祝　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
入
館
者

4
0
0
万
人
達
成
！

15
日
・「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1
4
」

を
開
催（
〜
17
日
・
東
京
）

23
日
・「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
再

認
定

27
日
・「
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
4
」（
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊

岡
大
会
プ
レ
ゼ
ミ
大
会
）を
開
催

●
10
月

4
日
・
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版「
変
身
」本
市
で

世
界
初
演（
〜
5
日
）

19
日
・
台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

「
防
災
の
集
い
」を
開
催

・
大
相
撲
横
綱
鶴か
く

竜り
ゅ
う

関
が
日
本
・
モ

ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
に
来
館

23
日
・
Ｎ
ノ

モ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
河
野
大だ
い

樹き

選
手
が
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の

育
成
枠
で
指
名（
12
ペ
ー
ジ
で
紹

介
）

26
日
・
本
市
で
は
52
年
ぶ
り
と
な
る「
第

96
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会（
但
馬

牛
）」を
開
催

●
11
月

岡
大
会
」を
開
催（
〜
15
日
）

18
日
・
豊
岡
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る

「
豊
岡
稽
古
堂
塾
」を
開
講（
〜
平

成
27
年
3
月
7
日
）

19
日
・
神
鍋
高
原
万
場
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン

デ
で
但
馬
牛
の
放
牧
ス
タ
ー
ト

22
日
・「
第
34
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ

ン
全
国
大
会
」初
の
初
夏
開
催

28
日
・「
豊
岡
市
歴
史
的
建
築
物
保
存
活

用
検
討
委
員
会
」を
設
立

●
7
月

1
日
・
豊
岡
市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン

・
シ
カ
捕
獲
専
任
班（
鉄
砲
隊
）を
結

成
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
強
化

4
日
・「
第
5
回
自
治
体
国
際
協
力
フ
ォ

ー
ラ
ム
」で
市
長
が
講
演（
パ
リ
）

9
日
・
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
が
ス
タ
ー
ト

18
日
・「
災
害
時
情
報
発
信
協
定
」を
ヤ

フ
ー
㈱
と
締
結

19
日
・「
第
5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国

際
か
い
ぎ
」を
開
催（
〜
20
日
）

●
8
月

7
日
・
出
石
永
楽
館
が
兵
庫
県
重
要
有
形

文
化
財
に
決
定

18
日
・
大
雨
被
災
地
を
支
援（
丹
波
市
、

19
日
〜
福
知
山
市
）

23
日
・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
三
条
市
へ

の
避
難
者
が
支
援
の
お
礼
に
来
訪

30
日
・
最
後
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空

1
日
・
世
界
身
体
障
害
者
野
球
大
会
を
県

立
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催（
〜
2
日
）。

日
本
は
準
優
勝

3
日
・
国
際
旅
行
博「
Ｗ
Ｔ
Ｍ
2
0
1
4
」

（
〜
6
日
・
イ
ギ
リ
ス
）と
旅
行
博

「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
2
0
1
4
」（
7
〜
9

日
・
フ
ラ
ン
ス
）に
出
展

4
日
・
第
7
回
永
楽
館
歌
舞
伎
公
演
を

開
催（
〜
9
日
）

5
日
・
姉
妹
都
市
上
田
市
探
訪
・
豊
岡
市

民
ツ
ア
ー
を
実
施（
〜
6
日
）

10
日
・
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出

会
う
音
楽
祭「
お
ん
ぷ
の
祭
典
」を

初
開
催（
〜
15
日
）

10
日
・
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
が
登
録
博

物
館
に
決
定

16
日
・
蓼た
で

川が
わ

井
堰せ
き

の
竣
工

22
日
・「
植
村
直
己
冒
険
館
」開
館
20
周
年

記
念
事
業
を
実
施（
〜
23
日
）

25
日
・
弘
道
小
学
校
区
の「
出
石
大
す
き

弘
道
っ
子
活
動
」が
、
地
域
に
よ

る
学
校
支
援
活
動
で
文
部
科
学
大

臣
表
彰
に
決
定

●
12
月

3
日
・
桜「
は
る
か
」の
植
樹
式

4
日
・「
災
害
時
廃
棄
物
処
理
応
援
協
定
」

を
全
但
清
掃
協
同
組
合
お
よ
び
兵

庫
県
環
境
事
業
商
工
組
合
と
締
結

5
日
・「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金（
ふ
る

さ
と
納
税
）」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

9
日
・
三
条
市
へ
の
避
難
者
に
お
正
月
前

の
贈
り
物



4広報とよおか　2014.12.25

市
政
の
動
き

　  

12
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

11
月
28
日
、
平
成
26
年
第
5
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

「
〜
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世

界
と
出
会
う
音
楽
祭
〜『
お
ん
ぷ

の
祭
典
』」と「
2
0
1
5
年
ミ
ラ

ノ
国
際
博
覧
会
」の
日
本
館
の

メ
ー
ン
展
示
の
シ
ン
ボ
ル
が「
コ

ウ
ノ
ト
リ
」に
な
っ
た
こ
と
を
報

告
し
、
当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題

な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
の
提
供

累
加
雨
量
1
4
0
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
で
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま

る
区
域
に
自
主
避
難
に
役
立
て
る

簡
易
型
雨
量
計
を
配
布
し
ま
し
た
。

累
加
雨
量
が
1
4
0
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
と
危
険
度
が
増
す

区
域
に
は
、
各
地
域
の
危
険
度
合

い
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
行
政

区
へ
の
図
面
配
布
で
周
知
し
ま
す
。

○
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期

医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備

公
立
豊
岡
病
院
の
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
の
竣し
ゅ
ん

工こ
う

式
は
、
来
年
1

月
12
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

式
後
、
医
療
機
器
等
の
移
設
を

行
い
、
体
制
が
整
っ
た
部
署
か
ら

順
次
供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

但
馬
地
域
の
周
産
期
医
療
を
支

え
る
に
は
、
医
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
十
分

と
は
い
え
ず
、
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
社
会
福
祉
法
人
の
所
轄
庁

権
限
に
係
る
事
務
の
移
譲

法
改
正
で
県
の
所
管
権
限
が
市

に
移
譲
さ
れ
、
経
過
措
置
で
昨

年
・
本
年
度
は
県
に
事
務
委
託
し

て
い
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
市

が
事
務
を
行
う
た
め
、
そ
の
関
連

議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
補
強
・
改
修
工
事

耐
震
診
断
で
、
部
分
的
に
耐
震

補
強
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
耐
震
補
強
工
事
を
行

い
、
利
用
者
の
安
全
確
保
と
建
物

の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

老
朽
化
し
て
い
る
ト
イ
レ
や
外

壁
改
修
、「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

移
転
先
の
3
階
部
分
の
間
仕
切
り

な
ど
の
関
連
工
事
も
行
い
ま
す
。

○
健
康
福
祉
施
設
の
名
称
変
更

「
健
康
福
祉
施
設
」は
健
康
福
祉

部
事
務
所
等
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
に
は
他
に
、
県
の

「
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
」と
市
の

「
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」が
あ

り
、
分
か
り
に
く
い
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
来
年
4
月
1
日
か

ら
名
称
を「
豊
岡
市
役
所
立
野
庁

舎
」と
改
め
ま
す
。

○
民
間
老
人
福
祉
施
設
助
成
事
業

本
事
業
は
、
民
間
事
業
者
の
老

人
福
祉
施
設
整
備
費
等
を
国
が
市

を
経
由
し
て
補
助
す
る
制
度
で
す
。

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
㈱
か
ら
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の

整
備
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

県
補
助
金
の
内
定
を
受
け
、
助
成

の
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
斎
場
の
改
修

老
朽
化
の
た
め
、
火
葬
炉
や
機

械
設
備
等
の
改
修
工
事
を
平
成

28
・
29
年
度
に
行
う
予
定
で
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス

管
理
運
営
業
務
の
民
間
委
託

環
境
負
荷
が
少
な
い
暮
ら
し
方

を
提
案
す
る
た
め
に
整
備
し
た
、

豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
管
理
運
営

を
、
民
間
委
託
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

○
竹た
か

貫ぬ
き

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

新
型
太
陽
光
パ
ネ
ル
増
産
の
め

ど
が
立
ち
、
㈱
カ
ネ
カ
と
の
業
務

委
託
契
約
締
結
を
考
え
て
い
ま
す
。

発
電
効
率
が
大
幅
に
向
上
し
た

新
型
パ
ネ
ル
の
導
入
で
、
当
初
の

事
業
予
定
面
積
の
3
分
の
1
に

当
た
る
4
7
5
0
平
方
メ
ー
ト

ル
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
利
用
し
、
新
た
に
第
2
期
、

3
6
1
・
62 

kW
規
模
の
発
電
事
業

を
進
め
、
1
期
と
2
期
で
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

第
2
期
を
有
利
な
売
電
価
格
で

展
開
す
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為

の
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
2
期
事
業
が
新
規
受

付
扱
い
で
認
定
さ
れ
な
い
場
合
は

整
備
を
断
念
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略
の
推
進

世
界
最
大
規
模
の
国
際
旅
行
博

Ｗ
Ｔ
Ｍ（
ロ
ン
ド
ン
）に
は
昨
年
に

続
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
有
数
の
旅
行

博
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｖ（
コ
ル
マ
ー
ル
）に
は

今
年
初
め
て
出
展
し
ま
し
た
。

来
訪
し
た
旅
行
関
係
者
と
の
情

報
交
換
か
ら
、
温
泉
以
外
の
魅
力

を
含
め
た
広
域
の
周
遊
ル
ー
ト
や

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
が
必
要
な
こ
と
が
再
確
認

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
①
京
阪
神
を
起
点
と
し

た
外
国
人
向
け
の
但
馬
へ
の
旅
行

ル
ー
ト
の
造
成
②
豊
岡
の
海
外
向

け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
③
国
内

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
会
社

と
の
連
携
④
日
本
政
府
観
光
局
海

外
事
務
所
や
県
パ
リ
事
務
所
、
在

欧
日
本
旅
行
法
人
な
ど
と
の
連
携

⑤
市
内
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
な

ど
で
、
本
市
へ
の
外
国
人
観
光
客

の
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農
薬

栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
実
施

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
無
農

薬
栽
培
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

農
機
具
メ
ー
カ
ー
・
み
の
る
産
業

㈱
と
協
定
を
締
結
し
、
本
年
度
か

ら
3
カ
年
、
実
証
田
で
抑
草
の
省

力
化
と
収
量
の
増
加
を
目
指
し
た

栽
培
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
実
証
田
で
は
、
雑
草
が

少
な
く
、
収
穫
量
や
食
味
値
も
大

変
良
好
と
い
う
効
果
が
見
ら
れ
、

他
の
農
家
か
ら
も
無
農
薬
栽
培
に

挑
戦
し
た
い
と
の
要
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、来
年
度
か
ら
3
年
間
、

市
が
同
社
に
委
託
し
て
、
市
内
農

家
を
対
象
に
、
試
行
栽
培
に
必
要

な
田
植
機
や
除
草
機
の
貸
し
出

し
、運
搬
や
技
術
指
導
を
行
う「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農
薬
栽

培
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」を
実
施
し
、

作
付
面
積
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
基

準
の
利
用
見
込
者
は
お
お
む
ね
10

人
で
し
た
が
、
県
が
4
〜
9
人
の

小
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
補

助
制
度
を
設
け
た
の
で
、
未
開
設

の
竹
野
南
小
学
校
区
や
八
代
小
学

校
区
、
清
滝
小
学
校
区
と
休
所
中

の
高
橋
小
学
校
区
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

○
竹
野
中
学
校
と
森
本
中
学
校
の

統
合

来
年
4
月
の
統
合
に
向
け
て
、

豊
岡
市
立
竹
野
・
森
本
中
学
校
統

合
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
協

議
・
調
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

9
月
に
一
定
の
調
整
を
終
え
た
こ

と
か
ら
、
統
合
に
係
る
関
係
条
例

の
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
屋
内
運
動
場
等
の
天
井
等

落
下
防
止
対
策
事
業

文
部
科
学
省
か
ら
、
公
立
学
校

施
設
の
構
造
体
の
耐
震
化
や
屋
内

運
動
場
等
の
吊
り
天
井
の
落
下
防

止
に
つ
い
て
、
早
急
に
対
策
を
講

じ
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
来
年
度
か
ら
3

年
間
か
け
て
、
吊
り
天
井
の
撤
去

お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
な
ど
の

落
下
防
止
対
策
工
事
を
計
画
的
に

進
め
ま
す
。
来
年
度
は
、
資
母
・

竹
野
南
・
田
鶴
野
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
豊
岡
市
立
美
術
館

-

伊
藤
清
永

記
念
館

-

収
蔵
作
品
の
充
実

8
月
に
、
伊
藤
画
伯
の
作
品
を

所
有
す
る
個
人
か
ら「
少
女
」と
い

う
作
品
を
廉
価
で
市
に
譲
り
た
い

と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

市
は
、
収
蔵
す
る
伊
藤
画
伯
の

作
品
に
、
展
示
に
適
し
た
大
き
さ

の
も
の
や
裸
婦
以
外
の
も
の
が
少

な
い
こ
と
、
対
象
作
品
の
評
価
が

高
く
、
伊
藤
画
伯
の
画
業
の
変
遷

を
た
ど
る
資
料
と
し
て
も
価
値
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
作
品
を

購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
伊
藤
家
か

ら
の
寄
付
金
で
造
成
し
た
伊
藤
清

永
美
術
館
管
理
基
金
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
、
今
議
会
に
関
連
の
補

正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
円
山
川
運
動
公
園
の
移
転
整
備

現
在
、
下
鶴
井
へ
の
移
転
に
向

け
て
、
国
と
具
体
的
な
公
共
補
償

等
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
用

地
取
得
や
詳
細
設
計
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

事
業
予
定
地
は
、
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
、

土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
認
定

を
受
け
る
手
法
を
採
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
手
続
き
が
迅
速
で
、
地

権
者
の
皆
様
に
租
税
特
別
措
置
法

に
よ
る
課
税
特
例
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
で
、
強
制
的
に
収
用
を

行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

過
日
、
事
業
認
定
申
請
、
申
請

書
の
公
告
・
縦
覧
が
終
了
し
ま
し

た
。
県
の
審
査
後
、
市
の
関
係
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
方
針
案

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の
危

機
に
対
応
す
る
た
め
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
10
月
に「
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
方

針
案
」の
答
申
を
受
け
、
11
月
に

地
域
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
説
明
会
で
は
、
新
し
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
区
長
会

と
の
関
係
や
、
地
区
が
活
動
す
る

た
め
の
財
源
や
人
材
の
考
え
方
な

ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
市
の
方
針
を
ま
と
め
、

来
年
度
か
ら
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

地
域
の
皆
様
と
行
政
が
役
割
を
分

担
し
、
協
働
し
て
新
し
い
地
域
運

営
の
仕
組
み
を
作
り
あ
げ
ま
す
。

○
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例制

定

債
権
に
は
、
強
制
徴
収
が
で
き

る
市
税
・
公
債
権
や
強
制
徴
収
で

き
な
い
公
債
権
、
契
約
行
為
等
の

私
法
上
の
原
因
に
基
づ
く
私
債
権

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
滞
納
総
額

は
、
平
成
25
年
度
末
の
全
会
計
で

17
億
1
千
万
円
で
す
。

統
一
的
な
対
応
や
合
理
的
・
効

率
的
な
債
権
管
理
を
行
う
な
ど
、

よ
り
適
切
に
債
権
管
理
す
る
た
め
、

今
議
会
に
債
権
の
管
理
に
関
す
る

条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

来
年
度
、
新
市
誕
生
10
周
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
様

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
募
集
し
、

14
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
4
月
18
日
の
菓
子

祭
前
日
祭
に
合
わ
せ
、
市
役
所
前

市
民
広
場
で
記
念
式
典
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
当
日
、
市
道
大
開

一
日
市
線
の
ア
イ
テ
ィ
か
ら
国
道

1
7
8
号
交
差
点
の
間
に
、
旧
市

町
6
地
域
の
団
体
が
集
い
、
各
地

域
の
多
彩
な
特
色
を
生
か
し
た
活

動
や
伝
統
芸
能
に
よ
る「
市
民
み

ん
な
の
パ
レ
ー
ド
」を
行
い
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
お
祝
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
レ
ー

ド
に
花
を
添
え
る
た
め
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
参
加
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

○
栃
江
橋
橋
梁
整
備
事
業

栃
江
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
改
築

事
業
は
、
本
年
度
左
岸
下
部
工
築

造
工
事
を
国
に
委
託
す
る
予
定
で

し
た
が
、
堤
防
開
削
に
伴
う
仮
設

工
法
を
更
に
安
全
な
工
法
に
追
加

修
正
す
る
よ
う
国
土
交
通
省
か
ら

指
示
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
本
年
度
の
国
と
の
受
委
託
契

約
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
工
事

を
来
年
度
に
延
期
し
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅

公
衆
ト
イ
レ
の
建
築

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
の
ト
イ
レ
は
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
改
築
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
駅
構
内
の
ト

イ
レ
の
み
を
整
備
す
る
方
針
で
、

こ
の
改
築
に
合
わ
せ
て
駅
構
外
部

分
を
市
が
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
市
は
、

鉄
道
利
用
者
や
観
光
客
の
利
便
性

と
城
崎
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
、
景
観
に
配
慮
し
た
公
衆

ト
イ
レ
を
駅
前
広
場
側
に
建
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
公
衆
ト
イ
レ
の
完
成
に
合

わ
せ
、
市
管
理
の「
さ
と
の
湯
」併

設
の
観
光
ト
イ
レ
は
、
倉
庫
等
へ

の
改
修
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓ひ

ら

く
人
を
育
む
ま
ち

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
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会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

業（
日
常
的
な
金
銭
管
理
事
業
）を

紹
介
し
、
現
在
、
一
人
暮
ら
し
の

方
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

（
鶴
原
）支
援
を
開
始
し
て
か
ら
も

「
通
帳
が
な
い
、
お
金
が
な
い
」な

ど
と
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、家
族
や
郵
便
局
、ほ
か

の
専
門
機
関
と
連
携
し
、返
答
を
申

し
合
わ
せ
る
な
ど
、対
応
を
統
一
す

る
こ
と
で
、安
心
し
て
生
活
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
今
後
の
見
守
り
事
業
と
の

連
携
で
の
課
題
は
？

（
長
瀬
）3
年
前
に
市
内
の
郵
便
局

長
や
職
員
が
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
け
、
講
座
を
受
け

た
職
員
は
、
窓
口
対
応
を
落
ち
着

い
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
方
が
認
知
症
と
い

う
病
気
を
理
解
し
た
上
で
、
こ
の

見
守
り
活
動
を
も
っ
と
周
知
し
て

い
く
こ
と
や
、
地
域
の
方
も
含
め

た
連
携
体
制
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
考
え
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　
見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
協
力

機
関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
日
高
地
域

・
栗
山
郵
便
局
長　

長
瀬
直
子
さ
ん

・
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

鶴つ
る

原は
ら

広
美
さ
ん

■
見
守
り
活
動
の
取
組
み

（
長
瀬
）当
地
域
に
は
、
多
く
の
高

齢
者
が
住
ん
で
い
る
の
で
、
関
係

機
関
で
一
緒
に
見
守
る
よ
う
、
連

携
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

郵
便
局
の

大
事
な
業
務

の
一
つ
は
、

お
客
さ
ん
の

財
産
を
守
る

こ
と
で
す
。
高
齢
者
が
通
信
販
売

な
ど
で
多
数
の
商
品
を
繰
り
返
し

購
入
し
、
振
込
み
に
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
気
掛
か
り
な
と
き
に

は
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

■
郵
便
局
と
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携

（
長
瀬
）た
び
た
び
通
帳
を
な
く
す

一
人
暮
ら
し
の
方
が
い
て
、
困
っ

た
市
外
に
住
む
娘
さ
ん
か
ら
、
郵

便
局
窓
口
で
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
に
、
社
会
福
祉
協
議

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
9

　
協
力
事
業
者
紹
介
⑤（
郵
便
局
・
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容

は
▽
未
公
開

株
な
ど
の
詐

欺
的
な
も
う

け
話
や
、
健

康
食
品
な
ど
の
送
り
付
け
商
法
な

ど
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
▽
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
の
訪
問
販

売
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
連

し
た
通
信
回
線
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
う
ケ
ー
ス
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
家
族
や
周
囲
に
よ
る

「
見
守
り
」と「
気
付
き
」が
大
切
で

す
。

高
齢
者
を
見
守
る
家
族
や

周
囲
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
見
守
り
・
気
付
き

　

日
頃
か
ら
高
齢
者
本
人
の
居

室
・
居
宅
の
様
子
、
言
動
や
態
度

に
変
化
や
不
審
な
点
が
な
い
か
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※
下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参

　

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
声
掛
け
・
確
認

　

少
し
で
も
変
化
に
気
付
い
た

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
69

〜「
見
守
り
」と「
気
付
き
」で
高
齢
者
の
被
害
を
防
ご
う
〜

ら「
何
か
困
っ
て
る
こ
と
は
な
い

か
？
」な
ど
と
高
齢
者
本
人
に
声

を
掛
け
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
、

経
緯
を
確
認
し
て
メ
モ
し
ま
し
ょ

う
。

③
相
談

　

ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
に
遭
っ
て
い

る
と
分
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
豊
岡

市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
家
族
や
周
囲
の
方
か

ら
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1

“見守り”と“気付き”のポイント（チェックリスト）
〈居室・居宅の様子〉
□ 不審な契約書、請求書などの書面や、宅配業者の不在通
知などはないか。

□ 不審な健康食品などがないか。
□ 新品の布団など、同じような商品が大量にないか。
□ 屋根や外壁、電話機周辺などに不審な工事の形跡がみら
れないか。

□ 通信販売のカタログやダイレクトメールなどが大量にな
いか。

□ 複数社から配達された新聞や景品類などがないか。
□ 不審な業者が出入りしている形跡はないか。

〈高齢者本人の言動や態度など〉
□ 不審な電話のやり取りや、電話口で困っている様子はな
いか。

□ 生活費が不足するなど、お金に困っている様子はないか。
□ 預金通帳などに不審な出金の記録はないか。

▲長瀬さん（左）、
　鶴原さん（右）



も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）
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　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23－1127

こちら鳥獣害対策員です！⑥
～来年度の獣害対策に向けて～

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
確

か
に
、
攻
略
の
困
難
な
地
域
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
シ
カ
出
没
の

も
っ
と
も
大
き
な
原
因
は
山
の
食

料
不
足
で
す
。
最
後
の
一
頭
ま
で

も
が
危
険
を
承
知
で
里
に
下
り
ざ

る
を
得
な
い
状
態
で
す
。

　

積
極
的
な
捕
獲
活
動
で
、
確
実

に
シ
カ
の
数
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。

シ
カ
の
数
が
減
れ
ば
、
山
に
食
べ

物
が
増
え
、
里
に
下
り
る
個
体
も

減
少
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、

放
棄
野
菜
や
未

処
理
の
稲
の
二

番
穂
三
番
穂

（
ひ
こ
ば
え
）の

味
を
覚
え
て
し

ま
う
と
、
な
か
な
か
山
に
戻
ら
な

く
な
り
ま
す
。

　

放
棄
野
菜
の
処
理
な
ど
、
シ
カ

を
寄
せ
な
い
取
組
み
が
さ
れ
た
地

域
で
は
、
数
年
後
に
効
果
が
見
え

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、

シ
カ
を
寄
せ
な
い
取
組
み
を
実
践

し
て
く
だ
さ
い
。

○
11
月
の
シ
カ
捕
獲
頭
数

　

シ
カ
捕
獲
専
任
班
を
含
め
、
銃

に
よ
る
捕
獲
を
主
に
豊
岡
・
日

高
・
但
東
地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

罠
と
合
わ
せ
て
市
内
で
3
5
3
頭

を
捕
獲
し
ま
し
た
。

◆
一
般
の
部

エ
コ
の
日
々
ま
と
め
洗
い
は
常
識

よ　
　
　
　
　
　
　
（
花
園
桃
子
）

膝
に
猫
抱
い
て
暖
取
る
エ
コ
の
夜

（
チ
ュ
ン
子
す
ず
め
）

も
っ
た
い
な
い
何
度
聞
い
て
も
良

い
心
地　
　
　
　
（
井
狩
ふ
さ
子
）

生
活
に
足
り
る
を
知
ら
ず
不
満
言

う　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
功
）

縮
緬
を
頬
擦
り
よ
せ
て
ま
た
仕
舞

い　
　
　
　
　
　
（
石
井
八
千
代
）

す
り
減
っ
た
靴
だ
け
知
っ
て
る
エ

コ
ひ
い
き　
　
　
　
（
石
畝
秀
高
）

捨
て
る
紙
あ
れ
ば
拾
う
神
有
り　

（good one

）

エ
コ
バ
ッ
グ
肌
身
離
さ
ず
持
ち
歩

く　
　
　
（
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

母
の
エ
コ
傷
ん
だ
も
の
は
全
部
煮

る　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
克
明
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

そ
の
行
動
未
来
の
地
球
に
悪
影
響

（
川
崎
明
寿
香
）

車
よ
り
徒
歩
の
ほ
う
が
ダ
イ
エ
ッ

ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
江
戸
っ
子
理
念
を

今
再
び　
　
　
　
　
　
　
（
ら
ら
）

も
っ
た
い
な
い
そ
れ
は
本
当
に
も

っ
た
い
な
い
？　
（
に
ゃ
ん
れ
ん
）

　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
、

質
問
と
そ
の
回
答
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ　

入
所
が
、
原
則
、
要
介
護
3

以
上
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

要
介
護
1
ま
た
は
2
の
人
は
入

所
で
き
な
く
な
る
の
で
す
か
？

Ａ　

次
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、

在
宅
生
活
が
困
難
な
場
合
は
、

要
介
護
1
ま
た
は
2
の
人
で
も

入
所
が
可
能
で
す
。

①
認
知
症
で
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意

思
疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
見

ら
れ
る
。

②
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
で
、

日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う

な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の

困
難
さ
な
ど
が
頻
繁
に
見
ら
れ

る
。

③
家
族
ら
に
よ
る
深
刻
な
虐
待
が

疑
わ
れ
る
な
ど
、
心
身
の
安

全
・
安
心
の
確
保
が
困
難
な
状

態
で
あ
る
。

④
単
身
世
帯
で
あ
る
、
同
居
家
族

が
高
齢
ま
た
は
病
弱
で
あ
る
な

ど
、
家
族
ら
に
よ
る
支
援
が
期

待
で
き
ず
、
か
つ
、
地
域
で
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
の

供
給
が
十
分
に
認
め
ら
れ
な
い
。

Ｑ　

前
の
条
件
に
当
て
は
ま
り
、

入
所
申
請
を
す
る
際
に
は
、
ど

の
よ
う
な
手
続
き
を
す
る
の
で

す
か
？
ま
た
、
入
所
は
ど
の
よ

う
に
決
ま
る
の
で
す
か
？

Ａ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
以
外

で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
な
理

由
を
入
所
申
込
書
に
記
入
し
、

施
設
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

施
設
は
、
例
外
入
所
の
申
込
み

が
あ
っ
た
こ
と
を
市
に
報
告
し
、

市
の
意
見
も
踏
ま
え
、
施
設
が

開
催
す
る
入
所
検
討
委
員
会
で

入
所
の
可
否
や
入
所
順
位
を
決

定
し
ま
す
。

Ｑ　

現
在
入
所
し
て
い
る
要
介
護

1
ま
た
は
2
の
人
は
退
所
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

現
在
入
所
中
の

方
は
、
そ
の
ま
ま

入
所
を
継
続
で
き

ま
す
。

《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課

　

☎
24

－

2
4
0
1

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

❷

〜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
制
度
〜

獲物を待つ班員

▲「ひこばえ」を食べに昼間か
ら出てきているオスジカ

　

市
で
は
本
年
度
か
ら
、
全
国
で

も
先
進
的
な
取
組
み
で
あ
る「
シ

カ
捕
獲
専
任
班
」の
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
来
年
3
月
末
ま
で
の

捕
獲
目
標
数
5
0
0
頭
を
既
に
達

成
し
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
減
少

し
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で「
捕
獲
が
あ
っ
た
日
の

晩
に
シ
カ
が
出
て
い
た
。
失
敗
だ

っ
た
の
か
？
」と
問
い
合
わ
せ
を
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11
月
10
〜
15
日
、「
〜
子
ど
も
た

ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出
会
う
音
楽

祭
〜『
お
ん
ぷ
の
祭
典
』」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
、
世
界
で
活

躍
す
る
音
楽
家
と
触
れ
合
う
機
会

を
通
し
て
、
豊
岡
に
居
な
が
ら
に

し
て
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
ん
な
豊
岡
の
ま
ち
を
誇

り
に
思
う
子
ど
も
を
育
て
た
い
」。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
市
民
有
志

の
実
行
委
員
会
が
企
画
・
実
施
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場
設
営
や
運

営
に
協
力
し
、
音
楽
祭
を
支
え
ま

し
た
。

　

市
内
14
カ
所
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

▲（左から）岡代表、川見正明
会長、中貝市長、升田議長、
川見善明理事長

▲サロンコンサート。音楽と料理
を一緒に楽しむ

▲オープニングコンサート1。0歳児
から親子で鑑賞

▲（左から）県環境事業商工組合・田中
一良理事長、全但清掃協同組合・濱
上孝代表理事、中貝市長が調印

〜
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出
会
う
音
楽
祭
〜

『
お
ん
ぷ
の
祭
典
』を
開
催

〜
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
　
10
年
後
の
開
花
を
楽
し
み
に
〜

八
重
の
桜「
は
る
か
」植
樹
式
を
開
催

災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

応
援
活
動
協
定
を
締
結

【
11
月
】

10
日
・
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
が

「
博
物
館
」に
登
録

14
日
・
仲
田
光
成
記
念　

第
14
回

豊
岡
全
国
か
な
書
展（
〜

16
日
）

22
日
・「
植
村
直
己
冒
険
館
」開
館

20
周
年
記
念
事
業（
〜
23

日
）

25
日
・
宇
宙
教
育「
出
前
授
業
」　

（
〜
26
日
、
１
月
22
〜
23

日
）

28
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

12
月
25
日
）

　
　

・
除
雪
隊
発
隊
式

【
12
月
】

3
日
・
桜「
は
る
か
」植
樹
式

4
日
・
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
に

関
す
る
応
援
活
動
協
定

を
全
但
清
掃
協
同
組
合

お
よ
び
兵
庫
県
環
境
事

業
商
工
組
合
と
締
結

5
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

8
日
・
弘
道
小
学
校
が
優
れ
た

「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援

活
動
」推
進
で
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞

9
日
・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
新

潟
県
三
条
市
へ
の
避
難

者
へ
贈
り
物
送
付

11
日
・
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1

　
　
　

4
に
出
展（
〜
13
日
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

12
月
3
日
、
福
島
県
で
育
て

ら
れ
た
復
興
の
桜「
は
る
か
」の

植
樹
式
が
、
出
石
町
の「
辰
鼓

楼
」横
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
は
る
か
」は
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の

主
役
・
綾
瀬
は
る
か
さ
ん
が
命

名
し
た
新
種
の
八
重
桜
で
す
。

　

福
島
県
外
で
の
植
樹
は
、
新
島

八
重
の
ゆ
か
り
の
地
・
京
都
市
の

同
志
社
大
学
に
続
い
て
2
番
目
と

な
り
ま
す
。
八
重
の
最
初
の
夫「
川

崎
尚
之
助
」生
誕
の
地
・
出
石
に
と
、

fukushim
a

さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
苗
木
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
4
日
、
市
は
、
災
害
時
に

お
け
る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
な
ど

の
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
応
援
活

動
に
つ
い
て
、
全
但
清
掃
協
同
組

合
お
よ
び
兵
庫
県
環
境
事
業
商
工

組
合
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
の
処
理
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
や
人
員
派
遣
、
そ
の
他

処
理
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

式
典
に
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代

表
の
岡　

嘉
紀
さ
ん
、
但
馬
國
出

石
観
光
協
会
理
事
長
の
川
見
善
明

さ
ん
、
川
崎
尚
之
助
を
偲し

の

ぶ
会
会

長
の
川
見
正
明
さ
ん
、
升
田
市
議

会
議
長
、
中
貝
市
長
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
、
3
千

人
を
超
え
る
方
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
に
は
、
音
楽
祭
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
中
澤
宗
幸
さ
ん
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
中
澤
き
み
子

さ
ん
、
種
々
の
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
ヘ
ン
リ
・
シ

ー
グ
フ
リ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
、
バ
ッ

ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初

の
第
1
位
と
聴
衆
賞
を
受
賞
し
た

岡
本
誠
司
さ
ん
な
ど
、
世
界
で
活

躍
す
る
音
楽
家
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
澤
さ
ん
の
好
意
で
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
3
大
名
器
の
う

ち
の
二
つ
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ

ウ
ス
と
ガ
ル
ネ
リ
が
登
場
。
聴
衆

は
そ
の
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
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11
月
、
沖
縄
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
沖
縄
は
、
今
や
コ
ウ
ノ
ト
リ

米
の
最
大
の
消
費
地
で
す
。
地
元

最
大
手
の
流
通
グ
ル
ー
プ
・
サ
ン

エ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
・
市
職

員
ら
と
と
も
に
店
頭
販
売
を
し
、

米
に
関
わ
る
約
2
3
0
人
の
社
員

の
方
々
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
講
演
を

行
い
、
社
長
、
専
務
の
ご
案
内
で

地
元
新
聞
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

新
た
な
商
談
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

不
思
議
で
す
。
な
ぜ
沖
縄
で
？

平
成
22
年
11
月
、
宮
崎
県
綾
町
の

有
機
農
業
推
進
大
会
に
招
か
れ
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
を
話
し
ま

し
た
。
そ
の
会
場
に
サ
ン
エ
ー
の

上う
え

地ち

社
長
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
綾

町
の
有
機
の
き
ゅ
う
り
を
扱
っ
て

お
ら
れ
た
ご
縁
で
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
で
、
上
地
社
長
か

ら
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。「
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
米
を
う
ち
で
も
扱
い
た

い
の
で
す
が
」

　

一
カ
月
後
、
サ
ン
エ
ー
の
店
頭

に
一
斉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
が
並
び

ま
し
た
。
22
年
産
米
の
売
上
げ
は

1
0
0
ト
ン
。
驚
異
的
数
字
に
な

り
ま
し
た
。
味
と
背
後
の
物
語
が
、

沖
縄
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
で
す
。
そ
の
後
売
り
上
げ
は
順

調
に
伸
び
、
25
年
産
米
は
1
7
6

ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は

2
0
0
ト
ン
を
超
え
る
見
込
み
で

す
。

　

こ
こ
で
質
問
。
な
ぜ
、
中
貝
は

綾
町
に
招
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

平
成
20
年
、
東
京
で
開
か
れ
た

地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講

演
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
と

東
京
直
行
便
へ
の
思
い
を
話
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
か
れ
た
航
空
局

Ｏ
Ｂ
の
方
が
そ
の
内
容
を
旧
知
の

宮
崎
空
港
㈱
の
社
長
に
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
り
ゃ
面
白
そ
う
だ
と
、

宮
崎
空
港
関
係
者
の
会
に
お
呼
び

が
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の
講
演
の

中
で
、
有
機
農
業
の
先
進
地
・
綾

町
は
中
貝
の
お
手
本
だ
と
話
し
た

と
こ
ろ
、
綾
町
長
に
そ
の
こ
と
が

伝
わ
り
、
そ
れ
な
ら
と
同
町
の
有

機
農
業
推
進
大
会
に
招
か
れ
た
、

と
い
う
次
第
で
す
。
お
分
か
り
に

な
り
ま
し
た
？

　

意
図
せ
ず
パ
ス
が
ス
ル
ス
ル
っ

と
通
っ
て
、
ゴ
ー
ル
に
入
っ
て
い

っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
情
熱
の

伝
播
と
共
感
の
連
鎖
。
世
の
中
、

こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
す
ね
。

　
沖
縄
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
米

86

　

平
成
6
年
4
月
に
開
館
し
た
植

村
直
己
冒
険
館
は
、
今
年
20
周
年

と
な
り
、
11
月
22
・
23
日
、
記
念

事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
市
民
を
は
じ
め
、
関

東
地
方
な
ど
か
ら
も
多
数
来
ら
れ
、

約
2
2
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ブ
ル
ー
グ
ラ

ス
の
生
演
奏
。
続
い
て
、
豊
岡
市

が
生
ん
だ
ト
ー
ク
王「
ユ
リ
オ
カ
超

特
Ｑ
」さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
植

村
さ
ん
の
偉
業
を
交
え
な
が
ら
の

軽
快
な
ト
ー
ク
に
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の「
飲
食
バ
ザ

ー
」や
特
産
販
売
も
大
盛
況
。

　
「
冒
険
家
の
お
も

て
な
し
」で
は
、
冒

険
で
食
さ
れ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
カ
レ

ー
、
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
な
ど
の
い
ぶ

し
焼
き
が
振
る
舞

わ
れ
、
珍
味
に
長

蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。

　

全
国
の
冒
険
家
が
集
う「
地
平
線

会
議
」の
特
別
報
告
会
で
は
、
植
村

直
己
冒
険
賞
受
賞
者
で
探
検
家
の

関
野
吉
晴
さ
ん
が
、
海
の
グ
レ
ー

ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー（
日
本
人
誕
生
の
ル

ー
ツ
）の
航
海
で
使
用
し
た
丸
木
舟

　

平
成
27
年
の
年
賀
状
用
に
豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

〜「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」と
新
年
を
お
祝
い
〜

豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
の
年
賀
状
用
イ
ラ
ス
ト
が
完
成

〜
時
を
越
え
て
　
つ
な
ぐ
、植
村
直
己
の
人
と
こ
こ
ろ
〜

「
植
村
直
己
冒
険
館
」開
館
20
周
年
記
念
事
業
を
開
催

「
縄
文
号
」の
上
に
立
っ
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

植
村
直
己
ク
イ
ズ
や
ツ
リ
ー
イ

ン
グ（
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り
）、

火
起
こ
し
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

▲寄贈した｢縄文号｣の上で講演す
る関野さん

▲餅を焼く玄さん

▲祝・新豊岡市誕生10周年

▲羊飼いの玄さん
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就
職
活
動
中
の
大
学
生
な
ど
を

対
象
に
し
た
合
同
企
業
説
明
会
の

出
展
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　
平
成
27
年
4
月
4
日（
土
）

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所　

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル　

10

階　

ア
ウ
ラ
ホ
ー
ル（
大
阪
市
）

▼
対
象
求
職
者　

平
成
28
年
3
月

大
学
等
卒
業
予
定
者

▼
出
展
料　

無
料

▼
募
集
企
業　

市
内
に
事
業
所
の

あ
る
企
業
な
ど
、35
社
程
度（
但

馬
全
体
で
60
社
）

▼
開
催
形
式　

ブ
ー
ス
形
式

▼
申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
持
参

▼
申
込
期
限　

平
成
27
年
1
月
23

日（
金
）　

▼
主
催　

豊
岡
市
、
養
父
市
、
朝

来
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町
、

但
馬
県
民
局

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
エ
コ
バ

レ
ー
推
進
課
企
業
支
援
係

　

☎
21

－

9
0
0
8

　

FAX　
22

－

3
8
7
2

　

メ
ー
ル　

job-navi@
city.

toyooka.lg.jp

兵
庫
県
北
部
合
同
企
業
説
明
会

出
展
企
業
を
募
集
し
ま
す

兵庫県北部合同企業説明会を
開催します

～就職活動を控えた皆さん・保護者の皆さんへ～

　日時：平成27年４月４日（土）午後１時～５時
　場所：梅田スカイビル　タワーウエスト10階
　　　　アウラホール
　　　　（大阪市北区大淀中１－１－88）
　対象：大学・短大・高専・専門学校の平成28年３月卒　　　

　業予定者、Ｕターン就職を検討している方など
◆事前申込不要、入場無料！◆

　１日で約60社の地元企業を知ることができます！ぜひ、来場
してください。
※出展企業は、１月下旬に「ジョブナビ豊岡」（豊岡市の企業・しご
と情報サイト）でお知らせします。

《問合せ》エコバレー推進課企業支援係☎21－9008

　「ジョブナビ豊岡」は、市内企業の概要、求人情報、
企業説明会などを掲載しています。また、メルマガ
で求人情報やイベント情報を配信しています。ぜひ、
登録してください。　　 ※メルマガ登録はこちら→

《前回出展企業一覧》

市　
　

内

出石グランドホテル 但馬ティエスケイ㈱

市　
　

外　
　
　
　
　

㈱アイム
㈱ウノフク たじま農業協同組合 （福）あそう
OESアクアフオーコ㈱ 谷垣グループ〔㈱谷垣・㈱谷垣工業〕 ㈱オーシスマップ
大豊機工㈱ 東海バネ工業㈱ 香住鶴㈱
㈱川嶋建設 ドコモショップ 豊岡店 神戸聖隷福祉事業団　恵生園
㈱キヅキ商会 豊岡エネルギー㈱ シーレックス㈱兵庫工場
㈱ケアネット　但馬支店 豊岡市手をつなぐ育成会 全但印刷工芸㈱
公立豊岡病院組合 トヨオカ自動車工業㈱ 全但バス㈱
ゴダイ㈱ 西日本旅客鉄道㈱ ㈱タクミナ
㈱さんれいフーズ ㈱西村風晃園 ㈱多田スミス
三和商事㈱ ㈱西村屋 但南建設㈱
㈱システムリサーチ 日和山観光㈱ ㈱トキワ
㈱誠工社・エイジシステム㈱ ㈱フジデン ㈱西山工務店
㈱タカアキ 松下ラゲッジ㈱ ㈱NEOMAX近畿
㈱但馬銀行 松本鋼機㈱ （福）ひまわり
但馬信用金庫 福井建設㈱

冨士発條㈱
㈱マックアース
㈲和平

 ジョブナビ豊岡 検索

（50音順）
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☆
元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
き
く
な
っ
て

ね
！！

（
父 

辰た
つ

哉や
・
母 

奈な

王お

美み

、城
崎
町
湯
島
）

　

い
つ
も
に
こ
に
こ
杏
ち
ゃ
ん
♡
１
歳

の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
明
る
く
元

気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。　

（
父 

潤じ
ゅ
ん・

母 

佳か

奈な

、日
高
町
堀
）

脇坂  匡
まさ

哉
や

ちゃん
（平成25年9月20日生）

中野  杏
あん

ちゃん
（平成25年11月25日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
しています。対象は市内在住で2歳までの乳
幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、保護者の氏名、住所、電話
番号とコメント（40字以内）を添えて、秘書広
報課「すくすく日記係」へお送りください。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

■
平
成
26
年
度
優
れ
た「
地
域
に

よ
る
学
校
支
援
活
動
」推
進

▽「
出
石
大
す
き
弘
道
っ
子
活
動
」

（
弘
道
小
学
校
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

豊
岡
市
感
謝
状（
自
治
の
振
興
に
貢
献
）

県
技
能
顕
功
賞

第
65
回
豊
岡
市
美
術
展

第
23
回
全
国
中
学
新
人
競
漕
大
会

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

更
生
保
護
事
業
功
労
者
表
彰

平
成
26
年
度
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
功
労
者
表
彰

第
21
回
高
円
宮
牌
グ
ラ
ス
ス
キ
ー

ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
日
本
ユ
ー
ス
代
表
に
選
出

▽
中
嶋
貴
太
郎（
日
高
町
羽
尻
）

▽
平
井　

保（
日
高
町
猪
子
垣
）

▽
西に

し

池い
け　

匡た
だ
す（
出
石
町
内
町
）

▽
竹
村
康
夫（
出
石
町
暮
坂
）

▽
澤
田　

哲さ
と
し（
但
東
町
高
龍
寺
）

▽
川
戸
克か

つ

己み（
但
東
町
西
谷
）

日
本
は
2
位
に
輝
き
ま
し
た
。
な

お
、
市
立
尼
崎
高
校
は「
春
高
バ

レ
ー
2
0
1
5
」（
1
月
5
〜
11

日
）に
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
神
尾
し
ず
子（
駄
坂
）

▽
北
村
宜た

か

司し（
竹
野
町
竹
野
）

■
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

▽
田
中
哲
也（
日
高
町
万
場
）

▽
藤
本
律
子（
泉
町
）

■
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
感
謝
状

▽
足
立
益ま

す

美み（
弥
栄
町
）

■
近
畿
厚
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰

▽
吉
田
章ふ

み

江え（
城
南
町
）

▽
坂
本
昇
造（
桜
町
）

▽
久
保
田　

勇（
小
田
井
町
）

▽
田
中
秀
樹（
城
崎
町
湯
島
）

▽
後
藤　

広ひ
ろ
し（
日
高
町
殿
）

▽
岡
森
和か

ず

清き
よ（
日
高
町
名
色
）

▽
小
田
根
厚あ

つ

芳よ
し（
日
高
町
栗
栖
野
）

▽
坂
井
榮し

げ

實み（
塩
津
町
）

南
町
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

小
野
と
も
子（
正
法
寺
）

▽
書
道　

岩
井
翠す

い

江こ
う（
千
代
田
町
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

坂
岡
佐
紀（
出
石
高
3
年
）

▽
書
道　

舩ふ
な

野の

結ゆ
う

子こ
（
豊
岡
高
2
年
）

▽
宮
垣
明
夫（
九
日
市
下
町
）

▽
佐
野
守
男（
妙
楽
寺
）

▽
藤
原
茂
明（
法
花
寺
）

▽
大
友　

勇（
庄
境
）

▽
三み

方か
た

捷か
つ

郎お（
高
屋
）

▽
西
村
充み

つ

春は
る（
下
陰
）

▽
岡
本
邦
夫（
下
鉢
山
）

▽
久
保
川
伸
幸（
竹
野
町
三
原
）

▽
岡
田
隆
男（
竹
野
町
門
谷
）

▽
竹
中
正ま

さ

巳み（
日
高
町
江
原
）

▽
吉
田
順
一（
日
高
町
栗
山
）

おわびと訂正　11月25日号16ページ「すくすく日記」中、「中嶋千
ち

尋
ひろ

ちゃん」としていましたが、
正しくは「中嶋千

ち

嘉
ひろ

ちゃん」でした。謹んでおわびし、訂正します。

▽
小
山
貴た

か

稀き
（
市
立
尼
崎
高
等
学

校
2
年
・
下
陰
出
身
）

　

小
山
さ
ん
は
、
9
月
5
〜
13
日
、

コ
ロ
ン
ボ（
ス
リ
ラ
ン
カ
）で
開
か

れ
た
第
10
回
ア
ジ

ア
ユ
ー
ス
男
子
選

手
権
大
会（
Ｕ

－
18
）に
出
場
。
ミ

ド
ル
ブ
ロ
ッ
カ
ー

の
先
発
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
し
、

▽
太
田
垣
政
幸（
竹
野
町
森
本
）

▽
太
田
五
郎（
日
高
町
宵
田
）

▽
長
澤
正
男（
城
崎
町
飯
谷
）

 

（
10
月
31
日
〜
11
月
4
日
、
総
合

体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
絵
画　

加
藤　

裕ゆ
た
か（
下
宮
）

▽
書
道　

岸
垣
梅ば

い

翠す
い（
中
陰
）

▽
写
真　

二
位
岡お

か

野の（
中
央
町
）

▽
彫
刻
・
工
芸　

内
山
幸ゆ

き

子こ
（
城

 （
10
月
25
・
26
日
、
豊
岡
市
）

■
男
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル　

2
位

▽
城
崎
中
学
校
Ａ（
岩
田　

涼
・

宮
下
佳か

以い

・
日
下
部
圭け

い

汰た

・
谷

垣
啓ひ

ろ

人と

・
小
田
垣
永え

い

輝き

）

　

全
国
か
ら
20
校（
ク
ラ
ブ
）、

1
0
7
ク
ル
ー
が
参
加
し
、
円
山

川
城
崎
漕そ

う

艇て
い

場
で
開
催
。
同
中
Ａ

は
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル（
木
下　

宙そ
ら

・
四
角
友
昭
）で
も
5
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

 （
9
月
27
・
28
日
、長
野
県
飯
山
市
）

▽
田
中
善
之（
日
高
町
栗
栖
野
出

身
）

　

田
中
さ
ん（
チ
ー
ム
Ｄ
Ｌ
Ｗ
Ｈ

所
属
）は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
3

種
目
に
出
場
。
男
子
ス
ー
パ
ー
大

回
転
が
2
位
、
同
大
回
転
は
3
位

に
輝
き
ま
し
た
。

たくあん漬けなど、
地域で活動

優勝したイランチームと
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コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
　
城
崎
温
泉
の
旅
館
で
働
き
な
が
ら
目
指
し
た
プ
ロ
野
球

選
手
。
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指
名
を
受
け
て
、
見
事
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
っ
た
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

河こ
う

野の

大だ
い

樹き

さ
ん（
23
歳
）城
崎
町
湯
島

諦
め
な
い
で
つ
か
ん
だ
夢

活
躍
の
舞
台
は
プ
ロ
野
球
へ
！

　

10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ

野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議（
新
人
選

手
選
択
会
議
）。
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
か
ら
育
成
枠
で
指

名
を
受
け
た
の
が
、
本
市
を
本
拠

地
に
活
動
す
る
社
会
人
野
球
チ
ー

ム「
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
」の
河
野
大
樹
さ
ん
で
す
。　

　

同
ク
ラ
ブ
が
本
拠
地
を
大
阪
か

ら
豊
岡
に
移
し
て
か
ら
初
の
プ
ロ

野
球
選
手
の
誕
生
で
す
。

将
来
の
夢
は「
プ
ロ
野
球
選
手
」

　

大
阪
市
出
身
の
河
野
さ
ん
。
野

球
を
し
て
い
た
3
歳
年
上
の
兄
の

影
響
で
、
小
学
1
年
生
か
ら
少
年

野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
毎
日
練

習
を
し
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
る

と
、
地
域
の
シ
ニ
ア
リ
ー
グ（
中
学

生
の
硬
式
野
球
）に
所
属
。「
大
会
で

成
長
を
実
感
で
き
る
の
で
、
練
習

が
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
」と
当

時
の
こ
と
を
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

高
校
は
野
球
の
名
門
、
上う

え
の
み
や宮
太

子
高
等
学
校
に
入
学
。
野
球
漬
け

の
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。
副
キ

ャ
プ
テ
ン
と
し
て
甲
子
園
出
場
を

目
指
し
た
3
年
生
最
後
の
夏
。
チ

ー
ム
は
地
区
予
選
ベ
ス
ト
8
ま
で

勝
ち
進
み
ま
し
た
。
最
後
の
バ
ッ

タ
ー
は
河
野
さ
ん
で
し
た
。
2
点

差
を
追
う
9
回
１
ア
ウ
ト
満
塁
―

1
打
同
点
の
場
面
で
併ダ

ブ
ル
プ
レ
ー殺
。「
人

 この一年でバッティングに自信 旅館では送迎、布団敷きなどを担当

安定感のある守備が売り

生
最
悪
の
場
面
」と
涙
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
り
き
っ
た
と
悔
い
は

残
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
卒
業

後
は
三
重
中
京
大
学
に
進
学
し
、

プ
ロ
を
目
指
し
ま
し
た
。

一
度
は
諦
め
か
け
た「
夢
」

　

大
学
で
は
2
年
上
の
先
輩
が
シ

ョ
ー
ト
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
。「
実
力
で

は
自
信
が
あ
っ
た
」の
に
、
試
合

の
出
場
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
ふ
て

く
さ
れ
て
練
習
を
さ
ぼ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
3
年
生
か
ら
は
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、
プ

ロ
へ
の
憧
れ
は
薄
れ
て
、
4
年
生

の
秋
ま
で
は
普
通
に
就
職
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
へ
の
憧
れ
を
再
び
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
同
大
学
の
同

級
生
、
則の

り

本も
と

昂た
か

大ひ
ろ

投
手
の
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
か
ら

の
指
名
。「
自
分
も
プ
ロ
で
や
れ
る

の
で
は
」と
考
え
ま
し
た
。
プ
ロ

を
目
指
し
た
い
と
監
督
に
相
談
。

同
ク
ラ
ブ
を
勧
め
ら
れ
、
ト
ラ
イ

ア
ウ
ト（
入
団
テ
ス
ト
）を
受
け
、

入
団
が
決
ま
り
ま
し
た
。

豊
岡
で
目
指
し
た
プ
ロ
野
球
選
手

　

初
め
て
豊
岡
に
来
た
の
が
平
成

25
年
2
月
。
豊
岡
は
大
雪
で
し
た
。

「
こ
ん
な
雪
の
中
で
野
球
が
で
き

る
の
か
」と
不
安
で
し
た
。「
2
年

以
内
に
プ
ロ
に
な
る
」と
親
に
約

束
。
城
崎
温
泉
の
旅
館
で
働
き
な

が
ら
、
プ
ロ
を
目
指
す
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
を
目
指
す
最
後
の
年
と
決

め
て
い
た
今
年
。「
全
体
練
習
も
自

主
練
習
も
妥
協
し
な
い
で
取
り
組

ん
だ
。
こ
れ
で
ダ
メ
な
ら
、
プ
ロ

は
諦
め
ら
れ
る
」と
や
り
切
り
ま

し
た
。
ド
ラ
フ
ト
指
名
の
吉
報
は

母
親
か
ら
の
電
話
で
し
た
。「
こ
れ

ま
で
の
人
生
で
一
番
う
れ
し
か
っ

た
」と
喜
び
ま
す
。

　

本
市
で
活
動
す
る
同
ク
ラ
ブ
を

「
プ
ロ
に
な
る
一
番
い
い
環
境
。
全

天
候
型
の
但
馬
ド
ー
ム
が
あ
り
、
全

体
練
習
と
仕
事
の
合
間
に
は
、
ウ

エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
素
振
り

な
ど
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
」と
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

豊
岡
の
人
に
感
謝

　
「
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
や
後
援
会

の
応
援
、
勤
務
時
間
の
調
整
な
ど

で
の
旅
館
の
全
面
的
な
協
力
に
感

謝
し
た
い
」と
話
す
河
野
さ
ん
。

　

夢
だ
っ
た
プ
ロ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
ま
し
た
。「
自
信
の
あ

る
シ
ョ
ー
ト
の
守
備
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
一
日
で
も
早
く
一
軍
に
這
い

上
が
り
た
い
。
プ
レ
ー
し
て
い
る

姿
を
豊
岡
の
人
に
見
せ
る
の
が
恩

返
し
」と
意
気
込
み
ま
す
。
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11
月
25
日
、
4
月
に
開
校
し
た
か
ば
ん
の
職
人

育
成
専
門
校「
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
ー
ル
」の
生
徒
作

品
講
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
皮
革
製
鞄
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と「
課

題
と
し
て
指
定
さ
れ
た
鞄
」を
復
元
し
た
作
品
の

2
種
。
生
徒
は
、
か
ば
ん
関
係
事
業
者
に
作
品
の

テ
ー
マ
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
し
、
自
作
の
前

で
感
想
・
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

全
体
講
評
で
は「
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
が
良
い
。
到
達
点
を
高
い
所
に
置
き
、
細
か
い

所
も
勉
強
し
て
ほ
し
い
」な
ど
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
性
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
プ
ラ
ス
。
か
ば
ん

業
界
の
未
来
を
担
う
人
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。　

11
月
20
日
、
竹
野
の
3
小
学
校（
竹
野
・
中
竹

野
・
竹
野
南
）の
6
年
生
40
人
が
、
竹
野
町
森
本
・

坊
岡
の
丘
陵
地
約
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
ド

ン
グ
リ
の
苗
木
約
70
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

竹
野
小
の
久
田
伸の

ぶ

幸ゆ
き

君
は「
植
樹
は
面
白
か
っ

た
。
苗
を
鉢
か
ら
取
り
出
す
の
が
難
し
か
っ
た
」

と
話
し
、
3
年
生
の
時
か
ら
総
合
学
習
な
ど
で
行

っ
て
き
た「
育
て
る
活
動
」を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ド
ン
グ
リ
の
実
か
ら
育
て
、
ド
ン
グ
リ
の
森

に
し
よ
う
―
と
、
1
年
目
に「
ド
ン
グ
リ
拾
い
」、

2
・
3
年
目
に
苗
を
育
て
、
4
年
目
に
植
樹
す
る

の
が「
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
息
の
長
い
こ

の
緑
化
活
動
は
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
オ
カ　

カ
バ
ン　

ア
ル
チ
ザ
ン　

ス
ク
ー
ル
作
品
講
評
会

世
界
に
一
つ
だ
け 

私
の
カ
バ
ン

竹
野
３
小
で｢

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

40
人
で〝
未
来
を
植
え
る
〞 ▲かばん関係事業者が、感想を書いた付箋紙をかばんに貼る

形で講評

▲30～50㎝に生長した苗木を２、３人で植樹

絶
妙
な
掛
合
い
が
笑
い
を
誘
う

　
　
法ほ

っ

花け
い

寺じ

万ま
ん

歳ざ
い

保
存
会（
豊
岡
）

　

正
月
に
家
々
の
座
敷
や
門
前
で

祝
い
を
述
べ
る
、
祝
福
芸「
万
歳
」。

法
花
寺
区
に
伝
わ
る
万
歳
を
伝
承

し
て
い
る
の
が
、
昭
和
47
年
に
結

成
さ
れ
た「
法
花
寺
万
歳
保
存
会
」

で
す
。
現
在
、
会
員
は
9
人
。
毎

月
第
3
日
曜
日
に
法
花
寺
公
民
館

で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
万
歳
は
、
江
戸
時
代
、
京
都

に
奉
公
し
て
い
た
村
人
が
習
い
覚

え
、
帰
郷
後
に
農
閑
期
に
門
付
け

を
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
演
者
は
烏え

帽ぼ

子し

に
素す

襖お
う

を

着
て
扇
子
を
持
っ
た「
太た

夫ゆ
う

」と
、

大
黒
頭
巾
に
裁た

っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴
に
鼓
を
持
つ

「
才さ

い

若わ
か

」の
2
人
。
そ
こ
に
三
味
線

が
加
わ
り
ま
す
。
太
夫
と
才
若
が
、

掛
合
い
で
寿こ

と

詞ほ
ぎ

を
唱
え
た
後
、
く

だ
け
た
余
興
を
演
じ
ま
す
。
才
若

が
ボ
ケ
で
、
太
夫
が
ツ
ッ
コ
ミ
で
、

お
客
さ
ん
の
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

　
「
相
方
と
の
掛
合
い
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
何
よ
り
大
切
」と
話
す
の

が
同
会
会
長
で
太
夫
を
演
じ
る
藤

原　

求も
と
む

さ
ん
。
相
方
の
踊
り
や
セ

リ
フ
も
覚
え
、
呼
吸
を
合
わ
せ
な

が
ら
演
じ
ま
す
が
、
そ
の
日
の
体

調
な
ど
で
微
妙
に
演
技
が
変
わ
り

ま
す
。「
め
で
た
い
芸
能
な
の
で
、

笑
顔
で
演
じ
て
、
お
客
さ
ん
に
招

福
が
あ
る
よ
う
に
」と
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

結
婚
式
で
数
回
演
じ
た
ホ
テ
ル

か
ら
、
結
婚
式
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に

し
て
は
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
唯
一
万
歳
を
継
承
し
て

い
る
法
花
寺
万
歳
。
平
成
25
年
に
、

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
お
客
さ

ん
と
の
一
期
一
会
が
楽
し
み
。
掛

合
い
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
大
き

な
拍
手
を
も
ら
え
、
爽
快
感
が
あ

る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
来
年

1
月
3
日（
土
）の
コ
ウ
ノ
ト
リ
文

化
館
で
の
上
演
に
向
け
、
練
習
に

も
熱
が
入
り
ま
す
。

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています。



施設のイベント
市民会館
◇立野町
申 問☎23-0255Ｆ 24-0952

●音楽の絵本
　『ズーラシアンブラスと弦

つる

うさぎ』
　金管五重奏のズ
ーラシアンブラス
と弦楽四重奏の弦
うさぎ…。動物た
ちが織りなす不思
議なクラシックコンサートです。
日２月28日（土）午後３時～
料 2,000円（全席指定）。当日500円増し
チケット販売友の会：12月20日（土）～、
一般：12月27日（土）～

他一時保育：２月20日（金）までに申込み

豊岡市民プラザ 
◇大手町メ info@plaｔz-npo.com
申 問☎24-3000Ｆ 24-3004

第８回新春ファミリー音楽祭
　今年もやります「新春ファミリー音楽祭」！
　おじいちゃん、おばあちゃんから赤ち
ゃんまで、夫婦や親子、家族みんなで大
集合‼　家族ならではの、息の合った歌
や演奏をお楽しみください。
日１月25日（日）午後２時～
内公募で決定した家族による歌・楽器演
奏、ダンスなどのパフォーマンス

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファクス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　　
　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

催
　
し

平
成
27
年
豊
岡
市
消
防
本
部

消
防
出
初
式

日
1
月
10
日（
土
）午
前
10
時
〜

所
消
防
本
部（
昭
和
町
）

内
第
1
部
：
式
典
▽
第
2
部
：
消

防
太
鼓（
予
定
）、
一
斉
放
水

問
豊
岡
市
消
防
本
部

　

☎
24

8
0
3
4

図
書
館
か
ら

■
第
9
回
新
春
か
る
た
大
会

日
1
月
17
日（
土
）午
後
2
時
〜

所
竹
野
支
所　

2
階　

竹
野
地
区

公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
第
一
部
…
か
る
た
大
会

　

第
二
部
…
百
人
一
首
大
会

対
第
一
部
…
幼
稚
園
以
上

　

第
二
部
…
小
学
生
以
上

申
期
1
月
14
日（
水
）

申
問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

■
特
別
図
書
整
理
に
伴
う
休
館

  

蔵
書
点
検
や
書
架
整
理
な
ど
の

館
内
整
備
を
行
う
た
め
、
特
別
図

書
整
理
期
間
と
し
て
、
次
の
と
お

り
休
館
し
ま
す
。

　

整
理
期
間
中
の
図
書
返
却
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
ま
た
は
開
館
し
て

い
る
他
の
図
書
館
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
毎
週
火
曜
日
、祝
日〔
1
月
12
日

（
月
）・
2
月
11
日（
水
）〕、お
よ

び
通
常
の
図
書
整
理
日
の
1
月

30
日（
金
）・
2
月
27
日（
金
）は

全
館
休
館

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

実施館 特別図書整理期間
城崎分館 １月13日（火）～15日（木）

竹野分館 １月19日（月）～21日（水）

日高分館 １月26日（月）～28日（水）

出石分館 ２月２日（月）～４日（水）

豊岡本館 ２月９日（月）～18日（水）

但東分館 ２月23日（月）～25日（水）

前回の音楽祭で
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日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファクス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　　
　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春
特
別
開
館

日
1
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
12
月
28
日（
日
）〜
1
月
2
日

（
金
）は
休
館

■
法
花
寺
万
歳（
詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
）

日
1
月
3
日（
土
）午
前

10
時
30
分
〜

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

多
目
的
ホ
ー
ル

■
近
隣
施
設
の
休
業
日
と
初
売
り

❶
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
▼
12
月
29
日

（
月
）午
後
〜
1
月
2
日（
金
）休

業
▼
初
売
り　

1
月
3
日（
土
）。

福
袋
の
販
売
。
先
着
20
人
に
甘

酒
の
振
る
舞
い

❷
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
直
売
所
▼
12

月
29
日（
月
）〜
1
月
3
日（
土
）

休
業
▼
初
売
り　
1
月
4
日（
日
）

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23

7
7
5
0

募
　
集

市
立
東
霊
苑
の

永
代
使
用
者
を
募
集

　

東
霊
苑
は
緑
あ
ふ
れ
る
霊
苑
。

駐
車
場
か
ら
墓
所
区
画
ま
で
段
差

が
あ
り
ま
せ
ん
。

施
設
の
概
要
と
申
込
み
手
続
き

所
市
場
4
9
0
番
地
の
2

内
墓
所
3
2
3
区
画（
現
在
2　
1

　
6
区
画
を
募
集
中
）。
ト
イ
レ

あ
り
▽
1
区
画
6
平
方
メ
ー
ト

ル
対
豊
岡
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
方（
申
請
者
ま
た
は
申
請

者
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
方
が
、

豊
岡
市
立
霊
苑
の
永
代
使
用
許

可
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
）

使
用
料
な
ど

申
方
生
活
環
境
課
ま
た
は
ホ
に
あ

る
墓
所
使
用
許
可
申
請
書
に
記

入
の
上
、
戸
籍
全
部
事
項
証
明

書（
戸
籍
謄
本
）、
住
民
票
の
写

し（
謄
本
）を
添
え
て
提
出

他
豊
岡
市
に
住
所
の
な
い
方
は
管

理
人
選
任
届
が
必
要

※
自
宅
の
庭
な
ど
に
勝
手
に
墓
を

造
っ
た
り
、
遺
骨
を
墓
以
外
の

場
所
に
埋
め
た
り
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

申
問
生
活
環
境
課

　

☎
23

5
3
0
4

豊
岡
市
公
共
交
通
情
報

「
足
ナ
ビ
」有
料
広
告
募
集

　

来
春
に
配
布
す
る
市
内
の
公
共

交
通
情
報
誌「
足
ナ
ビ
」に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
物
豊
岡
市
公
共
交
通
情
報

「
足
ナ
ビ
」（
鉄
道
や
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
な
ど
、
公
共
交
通
情
報
を

掲
載
）〔
Ａ
4
、
全
40
ペ
ー
ジ
〕

広
告
サ
イ
ズ
縦
3
㎝
×
横
8
㎝

募
集
枠
数
45
枠

広
告
料
1
枠
2
万
円

掲
載
位
置
中
面
のい
ず
れ
か
のペー
ジ

配
布
先
市
内
全
戸
お
よ
び
地
区
公

民
館
な
ど
の
市
内
各
施
設（
約

3
万
3
千
部
）

配
布（
使
用
）期
間
平
成
27
年
4
月

1
日
〜
28
年
3
月
31
日

※
期
間
内
に
作
成
部
数
が
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
と
き
ま
で

申
期
1
月
30
日（
金
）

※
申
込
数
が
募
集
枠
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
で
決
定

申
問
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係　

☎
23

1
7
1
2

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集

募
集
人
員
嘱
託
職
員
若
干
名（
昭
和

26
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
）

職
種
と
雇
用
期
間
①
一
般
事
務
職

（
社
会
福
祉
士
・
2
級
ヘ
ル
パ
ー

資
格
所
持
者
歓
迎
）②
介
護
支

援
専
門
員
③
看
護
師
▽
平
成
27

年
4
月
1
日
〜
28
年
3
月
31
日

一
次
試
験
2
月
10
日（
火
）午
後
7

時
〜
8
時
・
筆
記
試
験

二
次
試
験
2
月
下
旬
予
定

申
期
1
月
15
日（
木
）〜
28
日（
水
）

申
方
本
所
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
提

出
申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
企

画
総
務
課
☎
23

2
5
7
3

〔上〕A墓域
〔右上〕B墓域
〔右〕メイン
　　サイン

区分 永代
使用料

管理料
（年額）

市内に住所を有
する方 780,000円 3,000円

市内に住所を有
しない方（本籍の
み市内の方）

936,000円 3,000円

※永代使用料とは、永代（子々孫々）
にわたり、区画をお貸しする費用
です。許可時に納めれば、以降は
不要です。

これが
足ナビです！

広報とよおか　2014.12.2515



豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

「
は
ー
と
ピ
ー
」

■
第
15
回
イ
ベ
ン
ト「
恋
寺
♡
縁
結
び
」お

寺
で
ま
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う

日
1
月
18
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時

所
妙
楽
寺（
妙
楽
寺
）

定
男
女
各
10
人

料
男
性
1
5
0
0
円
、
女
性
千
円

申
期
1
月
13
日（
火
）

■
第
16
回
イ
ベ
ン
ト「
か
ま
く
ら
で

ほ
っ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ
ン
デ
ュ

wウ
ィ

ズ

i
t
h
恋
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
」

日
2
月
14
日（
土
）午
後
3
時
〜
6
時

所
道
の
駅
神
鍋
高
原（
日
高
町
栗

栖
野
）集
合

定
男
女
各
12
人

料
男
性
3
5
0
0
円
、

女
性
2
千
円

持
帽
子
、
手
袋
ほ
か
雪

遊
び
に
適
し
た
服
装

申
期
2
月
6
日（
金
）

共
通
事
項

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女（
※
男

性
は
豊
岡
市
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
）

持
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書

申
方
電
話
ま
た
は
メ
で
申
込
み

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
23

2
5
7
3　
ホ
参
照
。

「
は
ー
と
ピ
ー
」で
検
索

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

第
42
回
神
鍋
高
原

市
民
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

日
2
月
8
日（
日
）午
前
9
時
〜

（
受
付
：
午
前
8
時
〜
）

※
気
象
状
況
な
ど
で
開
催
で
き
な

い
場
合
は
、
3
月
15
日（
日
）に

延
期
。
雪
不
足
の
場

合
は
、
1
週
間
前
に

中
止
等
を
決
定

所
神
鍋
高
原
ス
キ
ー
場
万
場
ゲ
レ

ン
デ（
日
高
町
万
場
）

対
市
内
在
住
、
在
学
、
ま
た
は
在

勤
の
方

競
技
種
目
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

ー
ム（
大
回
転
）

出
場
区
分
小
学
生（
低
・
中
・
高

学
年
別
、
男
女
別
）、
中
学
生
・

高
校
生
・
成
年
は
男
女
別
、
壮

年（
40
歳
以
上
）男
女
別
の
各
1

部
・
2
部
、
熟
年（
55
歳
以
上
）

男
女
別

料
小
・
中
学
生
5
0
0
円
、
高
校

生
以
上
千
円

　

※
駐
車
料
金
は
、
別
途
必
要

申
期
1
月
29
日（
木
）

申
問
日
高
町
体
育
協
会（
植
村
直

己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
）

　

☎
44

0
4
4
0

講
　
座

但
馬
ド
ー
ム
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
一
般
の
部

日
1
月
10
日（
土
）午
後
1
時
〜
4
時

対
18
歳
以
上

内
ク
ラ
ス
別
に
基
礎
技
術
、
応
用

技
術
を
学
ぶ

定
50
人

料
千
円

○
高
校
生
以
下
の
部

日
1
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

対
中
学
生
、
高
校
生（
※
小
学
生

以
下
は
、
受
付
終
了
）

内
基
本
動
作
か
ら
応
用
技
術
ま
で

を
学
ぶ

共
通
事
項

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド（
日
高
町
名
色
）

指
導
園
田
学
園
女
子
大
学
テ
ニ
ス

部
員（
卒
業
生
含
む
）

申
方
電
話
、Ｆ
、メ
、ま
た
は
来
館

申
期
1
月
5
日（
月
）

他
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

申
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

☎
45

1
9
0
0

　
Ｆ
45

1
9
0
1

　
メinfo@

tajim
adom

e.jp

ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

日
1
月
19
日
、
2
月
2
日
、
3
月

9
・
23
日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
全
4
回
コ
ー
ス
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

調
理

実
習
室（
立
野
町
）

対
お
お
む
ね
20
〜
74
歳
で
、
健
診

結
果
や
肥
満
が
気
に
な
り
、
生

活
改
善
し
た
い
方

定
20
人

内
健
康
講
話
・
調
理

実
習
・
運
動
実
技

申
期
1
月
5
日（
月
）〜
16
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

４月から
広報「とよおか」は
月１回発行になります

　平成27年４月から、市広報
紙の発行回数を月２回から
１回に変更します。発行回数
の減少が、行政サービスの低
下にならないように、必要な
情報は月１回の広報紙に集
約して掲載します。
　また、市ホームページや行
政情報放送、FMジャングル
などでタイムリーに情報提
供します。ご理解とご協力を
お願いします。
問秘書広報課☎23-1114
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み
て
や
ま
学
園

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
1
月
16
日（
金
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時
30
分（
受
付
：
9
時
20

分
〜
）

所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

内
新
春
放
談
・
交
流
会（
公
開
行

事
）の
見
学
な
ど

申
方
電
話
で
申
込
み
。

当
日
参
加
可

申
問
但
馬
文
教
府

　

☎
22

4
4
0
7

相
　
談

日
曜
納
税
相
談

　

納
税
に
関
す
る
悩
み
な
ど
何
で

も
相
談
を
。
相
談
日
に
税
金
の
納

付
も
可
能
で
す
。

日
1
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所 

本
庁
舎 

1
階（
税
務
課
）

問
税
務
課
収
税
係

　

☎
23

1
1
1
8

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
法
律
相
談
会

日
1
月
17
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
責
務
・
消

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
1
月
17
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

内
遺
言
・
相
続
な
ど
の
相
談

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

そ
の
他

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
2
4
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

平
成
27
年
度　

社
会
体
育
施
設

使
用
希
望
調
査

対
象
期
間
平
成
27
年
4
月
1
日
〜

28
年
3
月
31
日

対
象
施
設

○
体
育
館
…
総
合
体
育
館
、
市
民

体
育
館
、
日
高
文
化
体
育
館

○
野
球
場
…
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ

ア
ム
、
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

○
そ
の
他
…
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、
円
山

川
運
動
公
園
、
神
美
台
ス
ポ
ー

ツ
公
園

申
方
各
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
上
、
持
参

申
期
1
月
14
日（
水
）午
後
5
時

他
❶
使
用
申
込
み
は
、原
則
、土
・

日
曜
日
、
祝
日
等
に
行
う
大
会
、

行
事
な
ど
と
す
る
。

　

❷
希
望
者
が
重
複

す
る
場
合
は
、
各

代
表
者
に
よ
る
調

整
会
議（
2
月
開

催
予
定
、
各
代
表
者
へ
連
絡
）

で
調
整
。
た
だ
し
①
市
の
行
事

②
そ
の
他
一
般
行
事
③
営
利
宣

伝
行
事
の
順
で
優
先

　

❸
施
設
に
よ
っ
て
は
、
使
用
で

き
な
い
期
間
あ
り（
申
込
時
に

要
項
で
確
認
）

申
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

平成26年度 豊岡市人権標語・
ポスターの最優秀賞受賞者
標語
神美小２年　　黒田裕

ゆう
斗
と

竹野南小４年　青木　陸
府中小６年　　古橋大

だい
貴
き

竹野中１年　　岩井拓
ひろ
来
き

豊岡北中２年　飯田彩
あや
華
か

日高西中３年　北垣力
りき
弥
や

府中小ＰＴＡ　古橋悦子
ポスター
五荘小１年　　安積　凛

りん

三方小４年　　水嶋　花
五荘小６年　　木山実

み
咲
さき

豊岡南中１年　岡本結
ゆ
衣
い

豊岡北中２年　北村那
な
奈
な

出石中３年　　川﨑茉
ま
智
ち

（敬称略）
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月日 担当医師・
住所

１
月

18日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

25日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
1
月
7
日（
水
）午

後
1
時
〜
23
日（
金
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
1
月
30
日（
金
）午
後

1
時
〜
2
月
1
日（
日
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
2
月
9
日（
月
）午

後
3
時

公
売
物
件
楽
器
な
ど
16
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
参
加（
1
月
7

日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_
 

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、原
則

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
。公
売
保

証
金
の
納
付
が
必
要
で
す（
公

売
保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）。

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

日
1
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所　

本
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

 
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
㈱
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

　

 　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係
☎
23

1
1
1
8

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　

平
成
26
年
分（
１
〜
12
月
）の
所

得
税
の
確
定
申
告
・
市
県
民
税
の

申
告
期
間
は
、
平
成
27
年
2
月
16

日（
月
）〜
3
月
16
日（
月
）で
す
。

　

こ
の
期
間
、
市
で
は
本
庁
・
各

支
所
に
申
告
相
談
会
場
を
設
け
ま

す
が
、
各
会
場
と
も
相
当
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
の
を
避
け
る
た
め
、

相
談
の
受
付
時
間
を
設
定
し
、
受

付
人
数
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

書
類
を
そ
ろ
え
て
ス
ム
ー
ズ
な
申

告
相
談
に
ご
協
力
を
！

　

次
の
こ
と
に
留
意
し
、
早
め
の

豊
岡
税
務
署
か
ら

公
的
年
金
の
受
給
者
の
方
へ

　
次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す

る
場
合
は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告（
提
出
・

納
税
）が
不
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
4
0
0
万
円
以
下

②「
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
」

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

※
②
の
例
…
給
与
の
収
入
金
額
が

85
万
円
以
下
の
場
合

計
算
式
85
万
円（
収
入
金
額
）－

65
万
円（
給
与
所
得
控
除
）＝
20
万

円（
給
与
所
得
金
額
）

　
た
だ
し
、
両
方
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
が
不

要
で
も
、市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

★
共
通
問

▽
所
得
税
確
定
申
告
…
豊
岡
税
務

署
個
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
22

2
1
4
4

▽
市
県
民
税
申
告
…
税
務
課
市
民

税
係
☎
21

9
0
4
5

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
次
の
書
類
は
、
あ
ら
か
じ
め
作

成
し
、
持
参

・
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
）、
不

動
産
所
得
の
収
支
内
訳
書

・
医
療
費
控
除
用
、
医
療
機
関
の

領
収
書
な
ど
の
受
診
者
・
医
療

機
関
ご
と
の
集
計
表

❷
次
の
書
類
は
、
平
成
26
年
分
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
持
参

・
給
与
所
得
、
公
的
年
金
な
ど
の

　

源
泉
徴
収
票

・
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
書
類

❸
次
の
方
は
、
直
接
豊
岡
税
務
署

に
申
告

①
土
地
、
建
物
ま
た
は
株
式
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
②
青
色

申
告
③
繰
越
損
失
が
あ
る
④
雑

損
控
除
が
あ
る
⑤
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除（
初
年
度
）が
あ
る

⑥
消
費
税
、贈
与
税
の
申
告（
※

た
だ
し
、
①
〜
④
に
該
当
す
る

方
で
も
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
な
場
合
は
除
き
ま
す
）。

他
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
ｅイ
ー

Ｔタ
ッ
ク
ス
Ａ
Ｘ
で
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
で

も
可
能
で
す
。

※
申
告
相
談
の
時
間
・
会
場
な
ど

　

の
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
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平成27年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集
職種 募集人数 応募資格 勤務内容など 勤務条件（予定）

【
非
常
勤
嘱
託
職
員
】

公民館主事 １人程度 　普通自動車運転免許所持者

　地区公民館での生涯学習推
進活動に関する業務（各種学
級・講座の開設やスポーツ・
レクリエーション活動の実
施）など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日（１館のみ木曜日）と

他の１日の週２日
※夜の勤務（会議）あり

校務員 １人程度 　特になし 　小・中学校での校内用務な
ど

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝日

隣保館長 １人

　社会福祉主事の資格があ
る方もしくは社会福祉事業
（※１）に２年以上従事した
方または隣保館の運営に関
し、これらと同等以上の能
力がある方（※２）

　豊岡隣保館での館長業務
（福祉の向上や人権啓発のた
めの住民交流の拠点となる隣
保館の運営）

報酬：月額164,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝日

地籍調査員 １人 　体力に自信がある方 　地籍調査の現地立会調査、
登記事項調査業務 報酬：月額153,800円

勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝日

登記専門員
兼
事務員

１人

　特になし

　相続人調査や登記申請、窓
口・電話対応等一般事務補助
など

管理員 １人 　豊岡市民会館での夜間管理
業務

報酬：日額4,400円
勤務：月15日程度（ローテーション

勤務）

パート
保育補助員 １人

　合橋認定こども園での７時
30分から早朝約２時間の保育
補助など

報酬：月額51,300円
勤務：週６日（12時間）
休日：日曜日の週１日、祝日

　合橋認定こども園での給食
の調理業務および園務補助な
ど

報酬：月額148,000円
勤務：週６日（35時間）
休日：日曜日の週１日、祝日

調理員 １人

放課後
児童クラブ
指導員

４人
程度

　保育士資格もしくは幼稚
園・小学校・中学校・高等
学校教諭普通免許所持者ま
たは平成27年３月末までに
取得できる方

　幼稚園その他に設置の放課
後児童クラブでの児童の安全
管理、生活指導および遊びの
指導など

報酬：月額115,400円
勤務：週５日（26時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝日

《雇用期間》４月１日～平成28年３月31日

【
臨
時
職
員
】

幼稚園教諭 25人程度
　幼稚園教諭普通免許所持
者または平成27年３月末ま
でに取得できる方

　幼稚園または認定こども園
での幼児教育業務

賃金：日額7,500円
※経験年数等で月額の場合あり
勤務：週５日（１日７時間45分）
休日：幼稚園は土・日曜日の週２

日と祝日、保育園および認
定こども園は日曜日および
他の１日の週２日と祝日

保育士 60人程度
　保育士資格所持者または
平成27年３月末までに取得
できる方

　保育園または認定こども園
での保育業務など

《雇用期間》４月１日～９月30日（必要に応じて６カ月間延長）
（※１）第１種社会福祉事業（入所施設サ－ビスなど）または第２種社会福祉事業（通所・在宅サービスなど）
（※２）社会福祉事業を指導・監督する業務、同和対策・地域改善対策関係の業務に従事した方や、教員として同和教育・

人権教育などに従事した方

【共通事項】
《応募資格》昭和30年４月２日以降に生まれた方
※応募資格中、普通自動車運転免許所持者は、実運転
経験年数が１年以上で、申込以前１年以上無事故無
違反かつ過去５年間に軽微な事故、違反（減点２点
以下）が２回までの方
※公民館主事、隣保館長、地籍調査員、登記専門員兼
事務員、管理員は、執務時にパソコン（エクセル・
ワード）操作が必要

《選考試験》面接試験

※公民館主事は面接試験と作文試験
※日時・場所は、受付時に連絡します。
《受付期間》１月５日（月）～14日（水）午前８時30分～

午後５時15分※土・日曜日、祝日を除く
《申込方法》申込書（職員課に備付けのもの）に記入の

上、資格・免許などの写しを添えて提出
してください。

※応募は上記職種のうちの１職種に限ります。
《申込み・問合せ》職員課（本庁舎　４階）☎23-1326

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、

年
を
と
っ
た
と

き
や
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生

活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た

仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た

と
き
や
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

年
金
額
は「
年
金
額
の
ス
ラ
イ

ド
」に
よ
り
実
質
価
値
を
維
持
す

る
た
め
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負

担（
税
金
）で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
案
内
は
、
20
歳
の
誕
生
月

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
必

ず
加
入
の
手
続

き
を
し
ま
し
ょ

う
。

■
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
ま
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
た
め
安
定
し
て
お
り
、
年

金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、
ま
た
遺
族
年
金

は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
妻

（
夫
）」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

■「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

 

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

・「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一

般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。 　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳

未
満
の
方
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が
あ
り
、
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
か

各
支
所
市
民
福
祉
係
、
豊
岡
年

金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

障
害
の
程
度
や
保
険
料
の
納
付

状
況
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
と
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の

三
つ
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
初
診
日
に
、
年
金
に
加
入
し
て

い
る

　

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
で
、
初
め
て
医
師
の
診
療
を

受
け
た
日（
初
診
日
）に
、
年
金
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
。

※
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
20
歳

前
や
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期

間（
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

こ
と
）に
初
診
日
が
あ
る
と
き

も
含
み
ま
す
。

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

　

障
害
認
定
日（
原
則
、
初
診
日

か
ら
1
年
6
カ
月
を
経
過
し
た

日
）ま
た
は
、
65
歳
に
達
す
る
ま

で
に
、
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る

こ
と
。（
国
民
年
金
法
で
定
め
る

1
級
ま
た
は
2
級
の
障
害
）

③
一
定
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る

　

初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
に
一
定
の
保
険
料
納
付
済
期

間
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
初
診

日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

直
近
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
い
こ
と
。

　

20
歳
前
に
初

診
日
の
あ
る
方

は
20
歳
に
な
っ

た
と
き
、
国
民

年
金
加
入
中
ま
た
は
65
歳
未
満
に

初
診
日
の
あ
る
方
は
、
下
記
問
合

せ
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
に
は
、
身
体
障
害
だ
け
で　

な
く
知
的
障
害
や
精
神
障
害
も　

含
ま
れ
ま
す
。

障
害
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
１
月
10
日（
土
）は
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時

●
１
月
５
日（
月
）、
13
日（
火
）、

19
日（
月
）、
26
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金　

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は

　

各
支
所
市
民
福
祉
係



家族の本
< 一 般 >

寺内貫太郎一家
向田邦子
（新潮文庫）

　口下手で怒りっぽくて涙もろい、昭
和の“お父さん”とその家族の生活を
描いた小説ホームドラマ。40年前、小
林亜星主演、西城秀樹や樹木希林が
家族を演じた人気ドラマでした。

< じ ど う >
おおきなテーブルおゆずりします。
村山桂子/作　川村みづえ/絵
（教育画劇）

　おばあさんのおおきなテーブル。
若
わか

いころにおじいさんが作
つく

って子ど
もたちとかこんだ大

だい

事
じ

なテーブル。
ひとりぼっちになった今は、おおき
なテーブルではさみしくなる…。そ
こでおばあさんはテーブルをゆずる
ことにしましたが…。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館
図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

1月の行事予定1月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

日 曜日 時間 場所 行事名
1 木 休館日
2 金 休館日
3 土 休館日
4 日 休館日
5 月
6 火 休館日

7 水

10：30 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

8 木
9 金

10 土

10：10 本館 土曜としょかん（工作:スイスイボード）　児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：もこもこひつじさん）　幼 児

10：30 竹野 テーマであそぼ！「笑うかどには福来る」（工作：動物の福笑い）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり（工作：こまづくり）　幼 児

11 日
12 月 休館日

13 火 休館日
城崎 城崎分館特別図書整理日（～15日まで）

14 水 10：30 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

15 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

16 金
17 土 14：00 竹野 新春かるた大会　幼 児 般

18 日
19 月 竹野 竹野分館特別図書整理日（～21日まで）
20 火 休館日

21 水 11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

22 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

23 金

24 土

10：10 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　般

25 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

26 月 日高 日高分館特別図書整理日（～28日まで）
27 火 休館日
28 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

29 木
30 金 休館日（図書整理日）
31 土
※詳細は、各館に問い合わせてください。

広報とよおか　2014.12.2521



1月の予定

　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援
するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

なかよし広場

お正月遊びを楽しもう !

おやこっこ雪遊び　しばっこ広場（アイティ７F）

ベビーマッサージ講座　子育て学習室

おでかけ広場　城崎地区公民館　多目的ホール

えほんのとびら

にこにこひろば

おはなし広場　子育て学習室

なかよし広場　子育て学習室

日　時 13日（火）　午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌やお正月の歌を歌った後、雑煮会をします
持ち物 親子分のお餅、はし、お茶、おしぼり

日　時 14日（水）　午前10時～正午
対　象 おおむね１歳までの乳児と母親、妊婦
内　容 保健師のプチ講話、測定、ベビー体操、乾布摩擦、お母さんへの読み聞かせ
持ち物 母子手帳、バスタオル、ハンドタオル、水分補給できる物

日　時 16日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話｢風邪、事故予防について」、親子遊び、交流

日　時 ７日（水）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 福笑い、こま回し、たこ揚げ（折り紙たこ）などお正月遊び

日　時 15日（木）　午前10時15分～11時30分
19日（月）、26日（月）、29日（木）　午後１時30分～３時

対　象 乳幼児と保護者
内　容 雪遊び（雪玉遊び、そり遊びなど）
持ち物 雪遊び用の服装（上着、ズボン、長靴、帽子、手袋）、着替え
その他 参加予定の方は前日までに申込みをしてください

日　時 16日（金）　午後１時30分～３時 申込開始 ７日（水）
対　象 １歳（４カ月以上）までの赤ちゃんと保護者　先着25組
内　容 ベビーマッサージ、お母さん同士の交流
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん
持ち物 バスタオル　１枚

日　時 22日（木）　午後１時30分～３時30分 申込開始 14日（水）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育　15人）
内　容 キレない子どもに育てる

日　時 24日（土）　午前10時15分～午後１時30分 申込開始 ６日（火）
対　象 乳幼児と保護者　40組
内　容 こま回し、羽根つき、お手玉、福笑い、かるた、わらべうた
参加費 昼食代として１食につき150円

日　時 ７日（水）　午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせ、絵本の紹介

日　時 14日（水）　午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、絵本の読み聞かせ、折り紙、手遊び

日　時 21日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

わいわいコーラスで鏡開き

なかよし広場

日　時 22日（木）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師ミニ講話「風邪の予防について」、計測、個別相談

日　時 15日（木）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

パパと遊ぼうＤＡＹ！

なかよし広場

絵本の読み聞かせの会

日　時 ①ほっとたいむ ５日（月）・22日（木）　午前11時～
②おやこふれあいたいむ 15日（木）　午前10時30分～

場　所 ふれあい広場 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は体重や身長の計測もします

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

１月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

伝承遊び　出石子育てセンターおよび弘道地区公民館

メロディ♪みいつけた

お正月あそび
絵本の読み聞かせ＆作って遊ぼう

にじっこ絵本

３Ｂ体操　城崎地区公民館　多目的ホール

日　時 24日（土）　午前11時～11時20分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子で歌を聴いたり、一緒に歌ったりします

日　時 23日（金）　午前10時30分～11時30分 申込開始 ７日（水）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 用具を使った親子体操、ダンス、ストレッチ
講　師 日本３B体操協会　谷田弘子さん、永尾恵子さん

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

おやこっこリズム遊び　子育て学習室

パパと遊ぼうデー　おやこっこ運動遊び　子育て学習室

日　時 21日（水）　午後１時30分～２時30分 申込開始 ８日（木）
対　象 ３歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 いろいろリズム遊び、即時反応ほか
進　行 指導員　綱木直美 持ち物 お茶、汗ふきタオル

日　時 17日（土）　午前10時～11時15分 申込開始 ９日（金）
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん　20組※お母さん、きょうだいも大歓迎
講　師 こども育成課　仲義　健 持ち物 お茶、汗ふきタオル

日　時 ６日（火）　午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 楽しい福笑い、はねつき、かるた取り

日　時 14日（水）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本の読み聞かせ、手作りおもちゃ

日　時 ７日（水）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 16日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 いろいろコーナー遊び、親子遊び

日　時 10、24、31日の土曜日　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 10日（土）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健

運動遊び
日　時 20日（火）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

おでかけ広場

おでかけ広場
日　時 19日（月）　午前10時15分～11時30分
場　所 国府地区公民館 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ふれあい遊び、体操など

日　時 28日（水）　午前10時30分～11時30分
場　所 竹野地区公民館 対　象 乳幼児と保護者
内　容 リトミックで遊びましょう!!

広報とよおか　2014.12.25 22



平成26年11月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

1月の主な行事
JANUARY

より詳しい情報は
こちらから

15（木）おやこっこ雪遊び（10：15～ アイティ７階しばっこ広場）

16（金）なかよし広場（10：30～11：30 但東子育てセンター）
神鍋Beer Night！神鍋フェアー(居酒屋メニュー）
 （18：30～21：00 道の駅「神鍋高原」）

17（土）
18（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
19（月）おでかけ広場（10：15～11：30 国府地区公民館）おやこっこ雪遊び

（13：30～ アイティ７階しばっこ広場）

20（火）運動遊び（10：30～11：30 竹野子育てセンター）
21（水）なかよし広場（９：30～ 子育て総合センター）わらべうた＆おりがみ

（10：30～11：00 出石子育てセンター）

22（木）絵本の読み聞かせ（10：30～11：00 城崎子育てセンター）
なかよし広場（10：30～11：30 日高子育てセンター）
全日本Ｂ級公認オクカンナベカップ、31ア
イスクリーム&マックアースカップオクカ
ンナベ大会（奥神鍋スキー場、～23日）

23（金）神鍋Beer Night！神鍋フェアー(居酒屋メニュー） （18：30～21：00 道の駅「神鍋高原」）

24（土）アルチザン ワークショップ（10：30～、13：00～、15：00～ トヨオカ カバン アルチザ
ンアベニュー）
竹野人権学習のつどい（13：30～ 竹野支所）

25（日）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）
新春ファミリー音楽祭（14：00～ 豊岡市民プラザ）

26（月）
27（火）近畿高校スキー選手権大会（奥神鍋スキー場、～28日）

28（水）
29（木）
30（金）神鍋Beer Night！神鍋フェアー(居酒屋メニュー） （18：30～21：00 道の駅「神鍋高原」）

31（土）人権 音楽とお話のつどい（13：30～ 豊岡市民プラザ）

ひ
と
り
ご
と

1（木）元日
2（金）
3（土）コウノトリ文化館新春特別開館（９：00～17：00 コウノトリ文化館、～４日）

4（日）プラザ シネマ・シネマ「太秦ライムライト」（14：00～ 豊岡市民プラザ）
但東消防団出初式
（但東市民センター、但東支所前駐車場他）

5（月）豊岡市賀詞交換会（11：00～ 市役所本庁舎）
6（火）お正月あそび（10：00～11：30 竹野子育てセンター）

7（水）城崎消防団出初式（10：00～ 城崎支所、大谿川）
8（木）
9（金）神鍋Beer Night！神鍋フェアー(居酒屋メニュー） （18：30～21：00 道の駅「神鍋高原」）

10（土）消防本部消防出初式（10：00～ 消防本部）パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：30 日高子育てセンター）

アルチザン ワークショップ（10：30～、13：
00～、15：00～ トヨオカ カバン アルチザ
ンアベニュー）
講演会｢王朝文学の色彩～源氏物語と枕草
子を中心として～｣
（13：30～15：00 但馬国府・国分寺館）

プラザ寄席『ふれ愛亭』（14：00～ 豊岡市民プラザ）
宵田の十日恵比寿まつり（日高町宵田　西宮神社）

11（日）豊岡消防団出初式（９：00～ 市民体育館、市営中央駐車場）
竹野消防団出初式（９：00～ 竹野中学校）
出石消防団出初式（９：30～ ひぼこホール周辺）
豊岡市成人式（13：30～ 市民会館）

12（月）成人の日田ノ口賽の神まつり（大わらじ・大ぞうり
奉納）（９：00～12：00 日高町田ノ口）

13（火）わいわいコーラスで鏡開き（10：00～12：30 竹野子育てセンター）

14（水）なかよし広場（10：00～12：00 竹野子育てセンター）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）
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Ⓚ

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,826人（－80人） 41,186人（－36人） 44,640人（－44人） 32,803世帯（－4世帯）
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《防災士の高木一成さんから》
平成23年に防災学習会を受講したことを契機に、翌々年に防災リー

ダー養成講座を受講しました。数年前まで神戸で生活していたため、平
成７年の阪神淡路大震災は経験しましたが、平成16年の台風23号は経験
していません。
今回の写真展の開催にあたり、ひょう

ご安全の日推進県民会議と市防災課の協
力を受けました。
写真展では、次の三つの柱を重点的に

伝えました。

また、10年前には生まれていなかった子どもたちに飴
あめ

をなめても
らい「なめたらあかん台風と大雨」と伝えました。
このような取組みを来年度以降も続け、防災意識の高揚を図
り、災害に強い中筋地区を実現したいと思います。専門的な知識を
持った防災士が市内にもっと増えて活動し、各区から各地区、各地
域、さらには市全体へと防災の取組みが広がることを期待していま
す。今後は、水害からの避難訓練、非常食の炊き出し訓練、防災グッ
ズの紹介などができればと考えています。

防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。　　　　　　　　《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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今月は、中筋地区の取組みを紹介します。台風23号の記憶を風化させないため、11月９日に中筋
小学校体育館で台風23号10周年メモリアル写真展が開催されました。

今回の写真展を企画・運営したのは、ひょうご防災リーダーで防災士の
高木一成さんです。高木さんは｢中筋地区は、水害に弱く、内水がすぐに
たまってしまう。台風23号の水害から10年にあたり、何かできないか｣と
考え、写真展を計画。中筋地区公民館の館長に相談したところ、中筋地区
公民館主催の文化祭の会場の一角に写真を展示することが決まりました。
当日は、会場に訪れた多くの人が写真展に立ち寄り、当時のことに思いを
巡らせていました。

自主防災組織の活動事例３～中筋地区の取組み～

①防災は、日頃の訓練が大事
　（災害時に訓練以上のことはできない）
②防災は、早めの避難が大事
③自分の命は自分で守る。

《兵庫県防災士会・豊岡ブロックの取組み》
兵庫県防災士会・豊岡ブロックの防災士15人が、11月５日に西宮市で開催された西宮市総合防災

訓練に参加しました。豊岡ブロックの防災士は、避難所への毛布の配布、仮設トイレの設置、炊き
出し訓練などに従事しました。この訓練に参加した防災士の岩崎夏雄さんは｢訓練に参加していい
勉強になった。豊岡市でも、避難所で市民を受け入れる訓練が必要だと感じた。ぜひ、多くの人に
訓練に参加してもらい、災害時の対応方法を伝えたい｣と話していました。

飴をなめても、なめたらあか
ん台風と大雨

防災士のユニフォームを着て
活動を紹介する高木防災士
（左）と中川 茂防災士（右）


